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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記染料１～１３から選択される構造を有する０．００００１重量％～０．５重量％の
カルボキシレート染料、及びランドリーケア補助剤を含む、ランドリーケア組成物。
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【請求項２】
　前記染料がアゾ染料である、請求項１に記載のランドリーケア組成物。
【請求項３】
　前記ランドリーケア補助剤が第１の洗浄リパーゼを含むランドリーケア補助剤を含む、
請求項１または２に記載のランドリーケア組成物。
【請求項４】
　前記ランドリーケア補助剤が、ナトリウム２（４－スチリル－３－スルホフェニル）－
２Ｈ－ナフトール［１，２－ジトリアゾール、ジナトリウム４，４’－ビス｛［（４－ア
ニリノ－６－｛Ｎメチル－Ｎ－２ヒドロキシエチル）アミノ１，３，５－トリアジン－２
－イル）］アミノ｝スチルベン－２－２’ジスルホネート、ジナトリウム４，４’－ビス
［（４－アニリノ－６－モルホリノ－１，３，５－トリアジン－２－イル）アミノ］スチ
ルベン－２－２’ジスルホネート、及びジナトリウム４，４’－ビス（２－スルホスチリ
ル）ビフェニルから選択された蛍光剤を、ランドリーケア組成物の０．００５～２重量％
の量で含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のランドリーケア組成物。
【請求項５】
　前記ランドリーケア補助剤が、
　（ａ）ポリビニルピロリドンポリマー、
　（ｂ）ポリアミンＮ－オキシドポリマー、
　（ｃ）Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビニルイミダゾールとのコポリマー、
　（ｄ）ポリビニルオキサゾリドン、若しくは
　（ｅ）ポリビニルイミダゾール、又は
　（ｆ）これらの混合物
からなる群から選択される移染阻害剤を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のラン
ドリーケア組成物。
【請求項６】
　前記ランドリーケア組成物が、１回分分包型形状で提供される、請求項１～５のいずれ
か一項に記載のランドリーケア組成物。
【請求項７】
　前記ランドリーケア組成物の総重量に基づき、２０％以下の総量の水を含む、請求項１
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～６のいずれか一項に記載のランドリーケア組成物。
【請求項８】
　前記ランドリーケア組成物の総重量に基づき、１０重量％～７０重量％の、分子量７０
ダルトン超の水混和性有機溶媒を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のランドリー
ケア組成物。
【請求項９】
　前記ランドリーケア組成物が、コアと該コアを封入するシェルとを含む香料マイクロカ
プセルを含み、前記香料マイクロカプセルのＤ［４，３］平均粒子径が０．０１マイクロ
メートル～２００マイクロメートルである、請求項１～８のいずれか一項に記載のランド
リーケア組成物。
【請求項１０】
　布地を処理する方法であって、（ｉ）ランドリーケア補助剤と１ｐｐｂ～５００ｐｐｍ
のカルボキシレート染料とを含む水溶液で布地を処理する工程と、（ｉｉ）前記布地をす
すぎ、乾燥する工程と、を含み、前記染料は、下記染料１～１３から選択される構造を有
する染料を含む、方法。
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【請求項１１】
　前記水溶液が、０．０５～３ｇ／ｌの界面活性剤を含む、請求項１０に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、布地シェーディング染料を含むランドリーケア組成物、及びこのような組成
物を用いて布地を処理する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布地基材は、時間の経過とともに、光、空気、汚れ、及び基材に含まれる繊維の自然劣
化により色落ち又は黄変する傾向がある。この望ましくない効果に対抗するために、洗濯
洗剤メーカーは、自社製品にシェーディング染料を組み込んでいる。シェーディング染料
の目的は、典型的には、洗濯済みの布地にブルーバイオレットの色相をもたらして黄変の
視覚的影響を減らすことによって、布地基材の退色及び黄変に対抗することである。洗剤
におけるシェーディング染料の開示は数多く存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、洗剤組成物にシェーディング染料を配合するには問題があり、組成物には良好
な製品外観が提供される必要があるだけでなく、処理工程中に布地上に均一にシェーディ
ング染料を堆積させる必要もあり、製品のライフサイクル全体を通して一貫した色相を提
供する必要もある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、式Ｉの構造を有するカルボキシレート染料を０．００００１重量％～０．５
重量％含むランドリーケア組成物に関する。
【０００５】
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【化１】

　（式中、Ｄはベンゾジフラン、メチン、トリフェニルメタン、ナフタルイミド、ピラゾ
ール、ナフトキノン、アントラキノン、及びモノ－及びジ－アゾ染料並びにこれらの混合
物から選択される染料部分であり、アゾ染料は特に好ましく、ここで化合物Ｄ－Ｈは、好
ましくは、メタノール溶液中の４００ｎｍ～７５０ｎｍの範囲の波長範囲におけるλｍａ
ｘにて約１０００リットル／ｍｏｌ／ｃｍを超える最大吸光係数、好ましくは約５４０ｎ
ｍ～約６３０ｎｍの波長範囲におけるλｍａｘにて約２０，０００～約１００，０００リ
ットル／ｍｏｌ／ｃｍの最大吸光係数、最も好ましくは約５６０ｎｍ～約６１０ｎｍの波
長範囲におけるλｍａｘにて約２０，０００～約６５，０００リットル／ｍｏｌ／ｃｍの
最大吸光係数を有し、
　Ｌは、好ましくは１４～１０００ダルトン又は１４～６００又は２８～３００の分子量
を有する有機連結基であり、好ましくはＣ、Ｈのみ及び場合により追加のＯ及び／又はＮ
から本質的になり、Ｃ（Ｏ）ＯＭ基のカルボニル炭素から出発して染料部分で終わる結合
順序において、いずれかの－（Ｃａ（Ｏ）－Ｏｂ）－基は、酸素原子Ｏｂが、カルボニル
炭素Ｃａの前に配置されるように組み込まれ、好ましくはＬは、Ｃ１～２０アルキレン鎖
であり、場合によりそこにエーテル（－Ｏ－）及び／又はエステル及び／又はアミド結合
を有し、この鎖は、場合により、例えば－ＯＨ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２ＣＨ３、－
Ｃｌ、－Ｂｒで置換され、Ｍは、いずれかの好適な対イオンであり、典型的には、水素、
ナトリウム又はカリウムイオンである。）
【０００６】
　本発明の１つの態様において、Ｌは、式２を含んでいてもよい。
【０００７】

【化２】

【０００８】
　本発明はまた、布地を処理する方法を含み、この方法は、（ｉ）ランドリーケア補助剤
及び１ｐｐｂ～５００ｐｐｍのカルボキシレート染料を含む水溶液で布地を処理する工程
と、（ｉｉ）前記布地をすすぎ、乾燥する工程とを含み、前記カルボキシレート染料は、
上記式Ｉの構造を有する染料を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　用語の定義
　本明細書で使用するとき、用語「アルコキシ」は、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、及びブチレ
ンオキシド、グリシドールオキシド、エチレンオキシド又はプロピレンオキシドなどの繰
り返し単位を有するポリオールのアルコキシ誘導体を包含することを意図する。
【００１０】
　本明細書で使用するとき、別段の定めのない限り、「アルキル」及び「アルキル末端保
護」という用語は、Ｃ１～Ｃ１８アルキル基を含むように意図され、１つの態様において
Ｃ１～Ｃ６アルキル基を含むことを意図する。
【００１１】
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　本明細書で使用するとき、別段の定めのない限り、「アリール」という用語は、Ｃ３～
Ｃ１２アリール基を含むように意図されている。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、別途定めのない限り、「アリールアルキル」という用語は、
Ｃ１～Ｃ１８アルキル基、及び一態様ではＣ１～Ｃ６アルキル基を含むように意図されて
いる。
【００１３】
　用語「エチレンオキシド」、「プロピレンオキシド」及び「ブチレンオキシド」は、本
明細書において、それぞれその典型的な表記である「ＥＯ」、「ＰＯ」及び「ＢＯ」で示
す場合がある。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、「ランドリーケア組成物」という用語は、別途記載のない限
り、顆粒、粉末、液体、ゲル、ペースト、１回分分包状、棒状、及び／又はフレークタイ
プの洗浄剤及び／又は布地処理組成物を含み、布地を洗濯するための製品、布地柔軟化組
成物、布地仕上げ組成物、布地消臭組成物、及び布地をケア及びメンテナンスするための
その他の製品、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限らない。このよう
な組成物は、洗浄工程の前に用いる前処理組成物であっても、あるいはすすぎ時に加える
組成物、並びに、漂白添加剤及び／若しくは「汚れ取りスティック」などの洗浄助剤、又
は前処理組成物若しくは乾燥機に加えるシートなどの基材に付与する製品であってもよい
。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「洗剤組成物」という用語はランドリーケア組成物の一部で
あり、洗浄組成物を含み、布地を洗濯するための製品が挙げられるが、これに限らない。
このような組成物は、洗浄工程の前に用いる前処理組成物であっても、あるいはすすぎ時
に加える組成物、並びに漂白添加剤のような洗浄助剤、及び「汚れ取りスティック」又は
前処理タイプであってもよい。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、「セルロース基材」は、セルロースが重量の少なくとも大部
分を占める、あらゆる基材を包含することが意図される。セルロースは、木材、綿、リネ
ン、黄麻及び麻布に見出すことができる。セルロース基材は、粉末、繊維及びパルプの形
態、並びに粉末、繊維及びパルプから形成される物品の形態であってもよい。セルロース
繊維には、綿、レーヨン（再生セルロース）、アセテート（酢酸セルロース）、トリアセ
テート（三酢酸セルロース）、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されな
い。セルロース繊維から形成される物品には、織物などの布地物品が挙げられる。パルプ
から形成される物品には、紙が挙げられる。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、「最大吸光係数」という用語は、４００ナノメートル～７５
０ナノメートルの範囲における最大吸光度の波長（本明細書においては最大波長ともいう
）におけるモル吸光係数を指すように意図されている。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、チオフェンアゾカルボキシレート染料の「平均分子量」は、
その製造プロセスの結果、分子量分布によって割り出された平均分子量として記録され、
本明細書に開示されているチオフェンアゾカルボキシレート染料は、そのポリマー部分に
おいて繰り返し単位の分布を含み得る。
【００１９】
　本出願人らの発明のパラメータの各値を求めるためには、本出願の試験方法の項で開示
する試験方法を用いるべきである。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、「ａ」及び「ａｎ」のような冠詞は、特許請求の範囲で使用
されるときには、１つ以上の請求又は記載されるものを意味するものと理解される。
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【００２１】
　本明細書で使用するとき、「含む」という用語は非限定的であることを意味する。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、用語「固体」は、顆粒、粉末、バー、及び錠剤の製品形態を
含む。
【００２３】
　本明細書で使用するとき、用語「流体」は、液体、ゲル、ペースト及びガスの製品形態
を含む。
【００２４】
　別途記載のない限り、成分又は組成物の濃度はすべて、当該成分又は組成物の活性部分
に関するものであり、このような成分又は組成物の市販品に存在し得る不純物、例えば残
留溶媒又は副生成物は除外される。
【００２５】
　割合（％）及び比率はすべて、別途記載のない限り重量で計算される。すべての割合（
％）及び比率は、別途記載のない限り組成物全体を基準にして計算される。
【００２６】
　染料
　好適な染料は、式１の構造を有するカルボキシレート染料を含む群から選択される。
【００２７】
【化３】

　（式中、Ｄは、ベンゾジフラン、メチン、トリフェニルメタン、ナフタルイミド、ピラ
ゾール、ナフトキノン、アントラキノン、及びモノ－及びジ－アゾ染料並びにこれらの混
合物から選択される染料部分であり、アゾ染料は特に好ましく、ここで化合物Ｄ－Ｈは、
好ましくは、メタノール溶液中の４００ｎｍ～７５０ｎｍの範囲の波長範囲におけるλｍ
ａｘにて約１０００リットル／ｍｏｌ／ｃｍを超える最大吸光係数、好ましくは約５４０
ｎｍ～約６３０ｎｍの波長範囲におけるλｍａｘにて約２０，０００～約１００，０００
リットル／ｍｏｌ／ｃｍの最大吸光係数、最も好ましくは約５６０ｎｍ～約６１０ｎｍの
波長範囲におけるλｍａｘにて約２０，０００～約６５，０００リットル／ｍｏｌ／ｃｍ
の最大吸光係数を有し、
　Ｌは、好ましくは１４～１０００ダルトン又は１４～６００又は２８～３００の分子量
を有する有機連結基であり、好ましくはＣ、Ｈのみ及び場合により追加のＯ及び／又はＮ
から本質的になり、Ｃ（Ｏ）ＯＭ基のカルボニル炭素から出発して染料部分で終わる結合
順序において、いずれかの－（Ｃａ（Ｏ）－Ｏｂ）－基は、酸素原子Ｏｂが、カルボニル
炭素Ｃａの前に配置されるように組み込まれ、好ましくはＬはＣ１～２０アルキレン鎖で
あり、場合によりそこにエーテル（－Ｏ－）及び／又はエステル及び／又はアミド結合を
有し、この鎖は、場合により、例えば－ＯＨ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２ＣＨ３、－Ｃ
ｌ、－Ｂｒで置換され、Ｍは、いずれかの好適な対イオンであり、典型的には、水素、ナ
トリウム又はカリウムイオンである。）
【００２８】
　本発明の１つの態様において、Ｌは式２を含んでいてもよい。
【００２９】
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【化４】

【００３０】
　Ｌの例としては、エチレン、トリメチレン、テトラメチレン、ヘキサメチレン、イソプ
ロピレン、デカメチレン、ヘキサデカメチレン及び－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ－ＣＨ２－（
式中、ｎは１～９である）を挙げることができる。
【００３１】
　好ましい実施形態において、カルボキシレート染料は、式３の構造を含む。
【００３２】
【化５】

　（式中、Ｒは、Ｃ１～２０、又はＣ２～１２アルキル鎖であり、場合によりそこにエー
テル（－Ｏ－）及び／又はエステル及び／又はアミド結合を有し、この鎖は、場合により
、例えば－ＯＨ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２ＣＨ３、－Ｃｌ、－Ｂｒで置換され、Ｒ１

及びＲ２は、独立して選択され、水素であってもよいが、好ましくはそれぞれ独立して、
電子求引性基、例えば－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２ＣＨ３、－Ｃｌ、－Ｂｒから選択され
、Ｚは、好ましくはシアノ、スルファモイル、Ｎ，Ｎ－ジエチルスルファモイル、Ｎ－エ
チルスルファモイル、トリフルオロメチル、エチルスルホニル、ニトロ、Ｎ－メチルスル
ファモイル、クロロ、ブロモから選択される電子求引性基であり、最も好ましくはＺはニ
トロであり、Ｙは水素、低級（Ｃ１～４）アルキル、ハロゲン、－ＮＨＣＯＲであり、好
ましくはＨ、ＣＨ３、－Ｃｌであり、Ｘは、水素、低級（Ｃ１～４）アルコキシ、及びハ
ロゲンであり、好ましくはＨ、メトキシ、エトキシル及び－Ｃｌである。）
【００３３】
　低級（Ｃ１～４）アルキル及び／又はアルコキシ（Ｃ１～４）ラジカルの例としては、
メチル、エチル、ｎ－プロピル、及びｎ－ブチル、エトキシ及びメトキシを挙げることが
できる。Ｒによって表される、場合により置換された低級（Ｃ１～４）アルキルラジカル
の例としては、ヒドロキシ低級アルキル、例えばβ－ヒドロキシエチル、シアノ低級アル
キル、例えばβ－シアノエチル、低級アルコキシ低級アルキル、例えばβ－（メトキシ－
又はエトキシ－）エチル及びγ－メトキシプロピル、アリール低級アルキル、例えばベン
ジル及びβ－フェニル－エチル、低級アルコキシカルボニル低級アルキル、例えばβ－メ
トキシカルボニルエチル、及びアシルオキシ低級アルキル、例えばβ－アセトキシエチル
を挙げることができる。
【００３４】
　染料は、式４の染料を含んでいてもよく、ここで、Ｚ、Ｒ、Ｘ、Ｙ及びＬ基は上記で定
義される通りである。
【００３５】
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【化６】

【００３６】
　本発明の一態様では、本発明の組成物は、単区画又は多区画型の１回分分包型ランドリ
ーケア組成物の形状である。
【００３７】
　更なる態様において、カルボキシレート染料は以下の構造を有していてもよい。
【００３８】
【化７】

　（式中、Ａは芳香族部分であり、好ましくは置換炭素環式及び置換複素環式部分からな
る群から選択される、スルホン酸を含まない芳香族部分であり、Ｘは、独立して、Ｈ、Ｒ
６、ＯＲ６、Ｃｌ、Ｂｒ、及びこれらの混合物からなる群から選択され、ここでＲ６は、
独立してＨ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、及びこれらの混合物からなる群から選択され、各Ｒ１

０及びＲ１１は、独立して、Ｈ及びＣ１～Ｃ１６アルキル又はアルケニルから選択され、
好ましくはＲ１０及びＲ１１の少なくとも１つはＨであり、より好ましくは両方がＨであ
り、ＭはＨ又は電荷を平衡化するカチオンであり、Ｌは有機連結基であり、好ましくは１
４～１０００ダルトン又は１４～６００ダルトン又は１４～３００ダルトンの分子量を有
し、好ましくは本質的に、Ｃ、Ｈのみ及び場合により追加のＯ及び／又はＮからなる。）
Ｒ１及びＲ２は、独立して選択され、１つ以上の炭素原子を有するいずれかの好適な置換
基であってもよく、これにより本発明の目的を達成する。染料ラジカルに結合してもよい
こうした置換基の典型は、ヒドロキシアルキレン、ポリマー性エポキシド、例えばポリア
ルキレンオキシド及びこれらのコポリマーである。１つの態様においてポリマー置換基が
好ましい。この観点において、ポリアルキレンオキシド及び本発明の着色剤を提供するた
めに使用されてもよいそれらのコポリマーは、限定されないが、ポリエチレンオキシド、
ポリプロピレンオキシド、ポリブチレンオキシド、並びにポリエチレンオキシド、ポリプ
ロピレンオキシド、ポリブチレンオキシドのコポリマー、及びブロックコポリマーを含む
他のコポリマーであり、ここで大部分のポリマー性置換基は、ポリエチレンオキシド、ポ
リプロピレンオキシド及び／又はポリブチレンオキシドである。更に、こうした置換基は
、一般に、４４～約２５００、好ましくは約８８～約１４００の範囲の平均分子量を有す
るが、このように制限されるべきではない。
【００３９】
　式５の１つの実施形態において、Ｒ１及びＲ２は、
　ａ）Ｒ１及びＲ２は独立して、［（ＣＨ２ＣＲ’ＨＯ）ｘ（ＣＨ２ＣＲ”ＨＯ）ｙＨ］
から選択でき、ここでＲ’は、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれ
らの混合物からなる群から選択され、ここでＲ”は、Ｈ、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚ

Ｈ、及びこれらの混合物からなる群から選択され、ｘ＋ｙ≦１０であり、好ましくは≦５
であり、ここでｙ≧１であり、ｚ＝０～５である。
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　ｂ）Ｒ１＝Ｃ１～１２アルキル、Ｃ６～１０アリール、Ｃ７～Ｃ２２アリールアルキル
、及びＲ２＝［（ＣＨ２ＣＲ’ＨＯ）ｘ（ＣＨ２ＣＲ’’ＨＯ）ｙＨ］であり、ここでＲ
’及びＲ’’は上記で定義される通りであり、ここでｘ＋ｙ≦２０、好ましくは≦１０で
あり、ここでｙ≧１、ｚ＝０～５である。
　ｃ）Ｒ１及びＲ２は、独立して、線状又は分岐状Ｃ１～Ｃ１２アルキル（場合により１
つ以上のエーテル、エステル、シアノ又はアミド部分を含む）、Ｃ６～１０アリール、Ｃ

７～Ｃ２２アリールアルキル（場合により１つ以上のエーテル、エステル、シアノ又はア
ミド部分を含む）及び式６からなる群から選択される、となるように選択されてもよい。
【００４０】
【化８】

　（式中、各Ｒ３が、フェニル、及び－ＣＨ２ＯＲ５からなる群から選択され、各Ｒ４が
、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、及びこれらの混合物からなる群から選択され、好ましくはＲ
４がＨ又はメチル、更により好ましくはＨであり、ｑが、０～５０、好ましくは１～２５
、更により好ましくは１～１０の整数であり、各Ｒ５が、Ｃ１～Ｃ１６直鎖又は分岐鎖ア
ルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリール、及びＣ７～Ｃ１６アリールアルキルからなる群から選択
され、好ましくはＲ５が、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－
ブチル、イソブチル、ｔ－ブチル、ヘキシル、２－エチルヘキシル、オクチル、デシル、
ドデシル、テトラデシル、ヘキサデシル、フェニル、ベンジル、２－フェニルエチル、ナ
フチル、及びこれらの混合物からなる群から選択される。）
【００４１】
　式５の別の実施形態において、Ｒ１及びＲ２は、
　（ａ）Ｒ１及びＲ２は、独立して、Ｈ、Ｃ６Ｈ１１、又は場合により置換されたＣ２～
Ｃ１２アルキル鎖からなる群から選択され、場合によりそこに、エーテル（－Ｏ－）又は
エステル結合を有し、この鎖は場合によりＣｌ、Ｂｒ、ＯＨ、ＣＮ、ＮＯ２、ＳＯ２ＣＨ

３、及びこれらの混合物で置換されるが、ただしＲ１及びＲ２のうち１つ以下はＨである
。
　（ｂ）Ｒ１は、ＣＨ２ＣＨ２Ｒ７であり、Ｒ２は、ＣＨ２ＣＨ２Ｒ８であり、Ｒ７及び
Ｒ８は、独立して、Ｈ、ＣＮ、ＯＨ、Ｃ６Ｈ５、－ＯＣＯＲ９及び－ＣＯＯＲ９からなる
群から独立して選択され、ここで各Ｒ９は、独立して、アリール及びアルキルから選択さ
れ、好ましくはＣ６Ｈ５又はＣ１０Ｈ７アリール又はＣ１～Ｃ８アルキルである、となる
ように選択されてもよい。
【００４２】
　カルボキシレート染料の好ましい実施形態において、式５のＡ基は、以下の式７のスル
ホン酸を含まない芳香族炭素環式部分である。
【００４３】
【化９】

　（式中、アスタリスクは、式５のアゾ窒素に対するスルホン酸を含まない芳香族炭素環
式部分の結合点を示し、Ｚ、Ｇ１、Ｇ２はそれぞれ独立して、Ｈ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ
、ＮＯ２、ＳＯ２ＣＨ３、及びこれらの混合物から選択され、好ましくはＺは、ＮＯ２で
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【００４４】
　本発明の好ましい実施形態において、増白剤は、式８によって表される。
【００４５】
【化１０】

　（式中、Ａ、Ｘ、Ｒ１及びＲ２は、上記式５に関して定義され、Ｙは式９によって表さ
れる有機ラジカルである。）
【００４６】

【化１１】

　（式中、Ｍは、Ｈ又は電荷を平衡化するカチオンであり、添字ｍは、０、１、２又は３
であり、添字ｎは、０、１、２又は３であり、ｍ＋ｎの合計は、１、２又は３であり、各
Ｒ１２は、独立して、Ｈ及びＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ７～Ｃ

１８アリールアルキル又はアルキルアリール、及びＣ６～Ｃ１０アリールからなる群から
選択され、このＲ１２基は、場合により１つ以上のエーテル及び／又はヒドロキシル部分
を含む。）特定の好ましい実施形態において、少なくとも１つのＲ１２はＨでない。
【００４７】
　更に別の態様において、本発明の増白剤は、以下の構造によって特徴付けることができ
る。
【００４８】
【化１２】

　（式中、Ｚ、Ｇ１、Ｇ２、Ｘ、Ｙ及びＲ１及びＲ２は上記で定義される通りである。）
【００４９】
　本発明に使用するための好適なカルボキシレート染料の非限定例は、
【００５０】
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【化１３】

　（式中、各Ｒ１２は、独立して、Ｈ及びＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニ
ル、Ｃ７～Ｃ１８アリールアルキル又はアルキルアリール、及びＣ６～Ｃ１０アリールか
らなる群から選択され、このＲ６基は、場合により１つ以上のエーテル及び／又はヒドロ
キシル部分を含む。）、によって例示される。Ｒ１２はＨではないことが好ましい場合が
ある。
【００５１】
　本発明においてＹ部分を創出する際に使用するのに好適な特に好ましい無水物としては
、３－（２－ブテン－１－イル）ジヒドロ－２，５－フランジオン、３－（２－ヘキセン
－１－イル）ジヒドロ－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２－オクテン－１－イ
ル）－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２，７－オクタジエン－１－イル）－２
，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２－ノネン－１－イル）－２，５－フランジオン
、３－（２－デセン－１－イル）ジヒドロ－２，５－フランジオン、３－（２Ｅ）－２－
ドデセン－１－イルジヒドロ－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２－テトラデセ
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－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２－オクタデセン－１－イル）－２，５－フ
ランジオン、３－ヘキシルジヒドロ－３－メチル－２，５－フランジオン、３－ヘキシル
ジヒドロ－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（フェニルメチル）－２，５－フラン
ジオン、３－デシルジヒドロ－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３，３－ジメチル－２
，５－フランジオン、３－エチルジヒドロ－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－（２
－プロペン－１－イル）－２，５－フランジオン、ジヒドロ－３－オクチル－２，５－フ
ランジオン、ジヒドロ－３－メチル－２，５－フランジオン、３－ドデシルジヒドロ－２
，５－フランジオン、ジヒドロ－３－フェニル－２，５－フランジオン、及びジヒドロ－
２，５－フランジオンが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５２】
　このような好適な無水物は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ６
３１７８）、Ｃｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＬＬＣ（Ｗｅｓｔ　Ｈａｖｅｎ，ＣＴ　０６
５１６）、Ｒｙａｎ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．（Ｍｔ．Ｐｌｅａｓａｎｔ，ＳＣ
　２９４６５）、ＴＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ（Ｐｏｒｔｌａｎｄ，ＯＲ　９７２０３）、Ａ
ｕｒｏｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　ＬＬＣ（Ｓａｎ　Ｄｉｅｇｏ，ＣＡ　９２
１２６）、Ａｃｃｅｌ　Ｐｈａｒｍｔｅｃｈ，ＬＬＣ（Ｅａｓｔ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ，
ＮＪ　０８８１６）、ＡＢＩ　Ｃｈｅｍ（Ｍｕｎｉｃｈ，Ｇｅｒｍａｎｙ）、ＢＯＣ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅｓ（Ｓｈｉｒｌｅｙ，ＮＹ　１１９６７）、ＣｈｅｍＳａｍｐＣｏ，Ｉｎｃ
．（Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ　７５２２０；Ａｃｃｅｌ　Ｐｈａｒｍｔｅｃｈ，ＬＬＣ，Ｅａ
ｓｔ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ，ＮＪ，０８８１６）、及びＲｅａｇｅｎｔ　Ｗｏｒｌｄ，Ｉ
ｎｃ．（Ｏｎｔａｒｉｏ，ＣＡ　９１７６１）の１つ以上から得てよい。
【００５３】
　本発明に使用するための他の好適なカルボキシレート染料としては、以下に示されるよ
うなものが挙げられるが、これらに限定されず、式中Ｒ１２は上記で定義される通りであ
る。
【００５４】
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【化１４】

【００５５】
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【化１５】

【００５６】



(18) JP 5911996 B2 2016.4.27

10

20

30

40

【化１６】

【００５７】
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【化１７】

【００５８】
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【化１８】

【００５９】
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【００６０】
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【００６１】
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【化２１】

　Ｒ１２がＨでないことが好ましい場合がある。
【００６２】
　染料合成実施例
　合成実施例１
【００６３】
【化２２】

【００６４】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット５５（ディスパースレッド６５としても既知）は、
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欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号の実施例１１に開示される加水分解手順を用いて染
料１に転化され、続いてＴＨＦ中でのＮａＨによる処理（又は水中でのＮａ２ＣＯ３によ
る処理）を介してナトリウム塩を形成する。生成物は、ナトリウム塩として単離される。
【００６５】
　合成実施例２
【００６６】
【化２３】

【００６７】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１４８は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号の実施例
６に開示される加水分解手順を用いて染料２に転化される。生成物はナトリウム塩として
単離される。
【００６８】
　合成実施例３
【００６９】
【化２４】

【００７０】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー８５は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞれ
実施例５及び６に開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料３に転化され
る。生成物はナトリウム塩として単離される。
【００７１】
　合成実施例４
【００７２】
【化２５】

【００７３】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１０６は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞ
れ実施例５及び６に開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料４に転化さ
れる。生成物はナトリウム塩として単離される。
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　合成実施例５
【００７５】
【化２６】

【００７６】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１２は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞれ
実施例５及び６に開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料５に転化され
る。生成物はナトリウム塩として単離される。
【００７７】
　合成実施例６
【００７８】
【化２７】

【００７９】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１３は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞれ
実施例５及び６に開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料６に転化され
る。生成物はナトリウム塩として単離される。
【００８０】
　合成実施例７
【００８１】
【化２８】

【００８２】
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー２４は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞれ
実施例５及び６に開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料７に転化され
る。生成物はナトリウム塩として単離される。
【００８３】
　合成実施例８
【００８４】
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【化２９】

【００８５】
　染料８’は、Ｎ－（２－シアノエチル）－Ｎ－ヘキシル－ｍ－トルイジンをＮ－（２－
シアノエチル）－Ｎ－エチル－ｍ－トルイジンの代わりに使用することを除き、米国特許
第３，７９３，３０５号に開示される手順に従って調製される。染料８’は、上記で実施
例１に記載される手順に従って染料８に転化される。
【００８６】
　合成実施例９
【００８７】
【化３０】

【００８８】
　染料９は、Ｎ－（２－シアノエチル）－Ｎ－デシル－ｍ－トルイジンを、Ｎ－（２－シ
アノエチル）－Ｎ－エチル－ｍ－トルイジンの代わりに使用することを除き、実施例８に
記載される順序に従って調製する。
【００８９】
　合成実施例１０
【００９０】
【化３１】

【００９１】
　染料１０’は、エチル３－［（Ｎ－ヘキシル－Ｎ－フェニル）アミノ］プロピオネート
プロピオネートを、Ｎ－エチル－Ｎ－２－（メトキシカルボニル）エチルアニリンの代わ
りに使用することを除き、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙ
ｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ，１９８４，１００（１０），３１６～１９に開
示される手順に従って調製される。染料１０は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号の
実施例６に開示される加水分解手順を用いて染料１０’から調製される。生成物はナトリ
ウム塩として単離される。
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　合成実施例１１
【００９３】
【化３２】

【００９４】
　染料１１は、３－［（Ｎ－ヘキシル－Ｎ－フェニル）アミノ］プロピオン酸を、Ｎ－エ
チル－Ｎ－（β－カルボキシエチル）－ｍ－トルイジンの代わりに使用して、イギリス特
許第１，４２８，３９５号の実施例１に従って調製される。
【００９５】
　合成実施例１２
【００９６】
【化３３】

【００９７】
　染料１２は、３－［（Ｎ－ヘキシル－Ｎ－フェニル）アミノ］プロピオン酸を、Ｎ－エ
チル－Ｎ－（β－カルボキシエチル）－ｍ－トルイジンの代わりに使用して、イギリス特
許第１，４２８，３９号の実施例２に従って調製される。
【００９８】
　合成実施例１３
【００９９】
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【化３４】

【０１００】
　染料１３’は、１５－（３－メチルフェニル）－３，６，９，１２－テトラオキサ－１
５－アザテトラコサン－１－オールを用いて国際特許出願公開第２０１１／１７７１９（
Ａ２）号に記載される手順に従って調製され、これはＮ－エチル－ｍ－トルイジンをＮ－
オクチル－ｍ－トルイジンで置き換えることを除き、１５－（３－メチルフェニル）－３
，６，９，１２－テトラオキサ－１５－アザヘプタデカン－１－オールの調製に関して、
国際特許出願公開第２０１１／０１７７１９（Ａ２）号に開示される手順に従って調製さ
れる。染料１３’は、欧州特許第２０８５４３４（Ａ１）号のそれぞれ実施例５及び６に
開示される連続アルキル化及び加水分解手順を用いて染料１３に転化される。生成物は、
ナトリウム塩として単離される。
【０１０１】
　合成実施例１４
　染料Ｃの合成（式５）
【０１０２】

【化３５】

【０１０３】
　Ｎ，Ｎ－ジエチル１，３－ベンゼンジアミン（ＢＯＣ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ，Ｓｈｉｒｌ
ｅｙ，ＮＹ，１１９６７から入手可能）を、米国特許第３，９４３，１２０号の第１０欄
インストラクション３に記載される一般的手順に従ってジヒドロ－３－（２－オクテン－
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ａｌｓ，Ｐｏｒｔｌａｎｄ，ＯＲ，９７２０３から入手可能）でアシル化し、以下のカッ
プリング化合物ＩＶを得る（主要な位置異性体が示される）。
【０１０４】
【化３６】

【０１０５】
　無水物の、より立体障害の大きいカルボニルのアミノ基の攻撃から生じる少量の不純物
が予測される。この不純物は除去されてもよく、又はこの不純物は、先に運ばれて、結果
として、示された主要な位置異性体と共に存在する微量成分の位置異性体を反映した少量
の第２の染料をもたらし得る。染料Ｃ’、染料Ｃの前駆体は、ｐ－ニトロアニリンを２－
ブロモ－４－ニトロ－６－シアノアニリンで置き換え、染料１．２を上記からの化合物Ｉ
Ｖで置き換えてＤｙｅｓ　ａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ　１９９４　２４（３），ｐ．２０
７，Ｓｅｃｔｉｏｎ　２．１の調製について記載される手順に従って調製し、続いて場合
により中和してナトリウム塩を得る。
【０１０６】

【化３７】

【０１０７】
　染料Ｃは、染料Ｉ．２を染料Ｃ’で置き換えてＤｙｅｓ　ａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ　
１９９４　２４（３），ｐ．２０７の染料Ｉ．９の調製について記載される手順に従って
調製される。
【０１０８】
　染料Ｃは、以下の式１１によって表すことができる。
【０１０９】
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【化３８】

　（式中、Ｒ７及びＲ８はそれぞれＨであり、Ｒ１２はオクタ－２－エン－１－イルであ
る。）この式に従う他の染料は、例えばジヒドロ－３－（２－オクテン－１－イル）－２
，５－フランジオンを上記で開示されるいずれかの好ましい無水物で置き換えるか、又は
Ｎ，Ｎ－ジエチル１，３－ベンゼンジアミンをいずれかの他の好適な１，３－ベンゼンジ
アミンで置き換えることによって、容易に調製できる。
【０１１０】
　Ｎ，Ｎ－ジエチル１，３－ベンゼンジアミンを置き換えるのに好適な１，３－ベンゼン
ジアミンとしては、Ｎ１－ブチル－Ｎ１－プロピル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－
エチル－Ｎ１－［２－（１－メチルエトキシ）エチル］－１，３－ベンゼンジアミン、５
－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］－ペンタンニトリル、３－［（３－アミノフ
ェニル）（２－メトキシエチル）アミノ］－プロパンニトリル、４－［（３－アミノフェ
ニル）プロピルアミノ］－ブタンニトリル、Ｎ－（３－アミノフェニル）－Ｎ－エチル－
β－アラニン，メチルエステル、Ｎ１－（３－メトキシプロピル）－Ｎ１－プロピル－１
，３－ベンゼンジアミン、３－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］－Ｎ－メチルプ
ロパンアミド、Ｎ１－エチル－Ｎ１－（３－メトキシプロピル）－１，３－ベンゼンジア
ミン、Ｎ１－（３，３－ジメチルブチル）－Ｎ１－エチル－１，３－ベンゼンジアミン、
Ｎ１－（２－メトキシエチル）－Ｎ１－プロピル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エ
チル－Ｎ１－ペンチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－（２－フェニ
ルエチル）－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－（２－フェニルエチル）－Ｎ１－プロピ
ル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－オクチル－１，３－ベンゼンジア
ミン、４－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］ブタン酸、メチルエステル、Ｎ１－
［２－（３－メチルブトキシ）エチル］－Ｎ１－プロピル－１，３－ベンゼンジアミン、
１Ｎ１－ヘプチル－Ｎ１－プロピル－，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－ヘ
プチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－［２－（３－メチルブトキシ
）エチル］－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－（３－フェニルプロピル
）－１，３－ベンゼンジアミン、５－［（３－アミノフェニル）プロピルアミノ］ペンタ
ンニトリル、Ｎ１－（２－メトキシエチル）－Ｎ１－（３－メトキシプロピル）－１，３
－ベンゼンジアミン、Ｎ１－（２－エトキシエチル）－Ｎ１－プロピル－１，３－ベンゼ
ンジアミン、３－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］プロパンニトリル、Ｎ１－エ
チル－Ｎ１－（２－メトキシエチル）－１，３－ベンゼンジアミン、４－エトキシ－Ｎ３
，Ｎ３－ジエチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－エチル－Ｎ１－プロピル－１，３
－ベンゼンジアミン、Ｎ１－ブチル－Ｎ１－エチル－１，３－ベンゼンジアミン、４－ク
ロロ－Ｎ３，Ｎ３－ジエチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１，Ｎ１－ジプロピル－１
，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１，Ｎ１－ジブチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１，Ｎ
１－ビス（２－メトキシエチル）－１，３－ベンゼンジアミン、２，２’－［（３－アミ
ノフェニル）イミノ］ビス－エタノール，１，１’－ジベンゾエート、４－［（３－アミ
ノフェニル）エチルアミノ］ブタンニトリル、Ｎ３，Ｎ３－ジエチル－４－メトキシ－１
，３－ベンゼンジアミン、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１１】
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　Ｎ，Ｎ－ジエチル１，３－ベンゼンジアミンを置き換えるのに好適な追加の１，３－ベ
ンゼンジアミンとしては、米国特許第５，１３５，９７２号の第２８欄２５～４５行に従
って調製されたα，α’－［［（３－アミノフェニル）イミノ］ジ－２，１－エタンジイ
ル］ビス［ω－ヒドロキシ］ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）、Ｎ１－メチル－Ｎ
１－（フェニルメチル）－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１－（２－メトキシエチル）－
Ｎ１－メチル－１，３－ベンゼンジアミン、７－アミノ－３，４－ジヒドロ－１（２Ｈ）
－キノリンエタノール、４－クロロ－Ｎ３，Ｎ３－ジメチル－１，３－ベンゼンジアミン
、４－クロロ－Ｎ３，Ｎ３－ジプロピル－１，３－ベンゼンジアミン、４－クロロ－Ｎ３
，Ｎ３－ジエチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ－（３－アミノフェニル）－Ｎ－メチ
ルグリシン，メチルエステル、４－メチル－３－（４－モルホリニル）ベンゼンアミン、
４－メトキシ－３－（４－モルホリニル）ベンゼンアミン、Ｎ１，Ｎ１－ジプロピル－１
，３－ベンゼンジアミン、１－エチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－７－キノリンア
ミン、Ｎ１，Ｎ１－ジブチル－１，３－ベンゼンジアミン、３，４－ジヒドロ－４－プロ
ピル－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン－６－アミン、Ｎ１，Ｎ１－ビス（２－メトキシ
エチル）－１，３－ベンゼンジアミン、４－メトキシ－Ｎ３，Ｎ３－ジメチル－１，３－
ベンゼンジアミン、２，２’－［（３－アミノフェニル）イミノ］ビス－エタノール、２
，２’－［（５－アミノ－２－メトキシフェニル）イミノ］ビス－エタノール、Ｎ３，Ｎ
３－ジエチル－４－メチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ３－エチル－Ｎ３，４－ジメ
チル－１，３－ベンゼンジアミン、２－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］アセト
ニトリル、４－［（３－アミノフェニル）エチルアミノ］ブタンニトリル、６－アミノ－
２，３－ジヒドロ－４Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン－４－エタノール、Ｎ１，Ｎ１－ビ
ス（フェニルメチル）－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１，Ｎ１－ジエチル－１，３－ベ
ンゼンジアミン、Ｎ３，Ｎ３，４－トリメチル－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ３，Ｎ３
－ジエチル－４－メトキシ－１，３－ベンゼンジアミン、Ｎ１，Ｎ１－ジメチル－１，３
－ベンゼンジアミン、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１２】
　このような１，３－ベンゼンジアミンは、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｓｔ．Ｌｏｕ
ｉｓ，ＭＯ　６３１７８）、Ｃｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＬＬＣ（Ｗｅｓｔ　Ｈａｖｅ
ｎ，ＣＴ　０６５１６）、Ｒｙａｎ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．（Ｍｔ．Ｐｌｅａ
ｓａｎｔ，ＳＣ　２９４６５）、ＴＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ（Ｐｏｒｔｌａｎｄ，ＯＲ　９
７２０３）、Ａｕｒｏｒａ　Ｆｉｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　ＬＬＣ（Ｓａｎ　Ｄｉｅｇ
ｏ，ＣＡ　９２１２６）、Ａｃｃｅｌ　Ｐｈａｒｍｔｅｃｈ，ＬＬＣ（Ｅａｓｔ　Ｂｒｕ
ｎｓｗｉｃｋ，ＮＪ　０８８１６）、ＡＢＩ　Ｃｈｅｍ（Ｍｕｎｉｃｈ，Ｇｅｒｍａｎｙ
）、ＢＯＣ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ（Ｓｈｉｒｌｅｙ，ＮＹ　１１９６７）、ＣｈｅｍＳａｍ
ｐＣｏ，Ｉｎｃ．（Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ　７５２２０、Ａｃｃｅｌ　Ｐｈａｒｍｔｅｃｈ
，ＬＬＣ，Ｅａｓｔ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ，ＮＪ，０８８１６）、及びＲｅａｇｅｎｔ　
Ｗｏｒｌｄ，Ｉｎｃ．（Ｏｎｔａｒｉｏ，ＣＡ　９１７６１）の１つ以上から得てもよい
。
【０１１３】
　カルボキシレート染料は、用いられる有機合成経路によって生成される反応生成物の混
合物の形態の本発明の組成物に組み込まれることになり、このような反応混合物は、典型
的には、式Ｉの染料と、多くの場合それに加えて、副反応の反応生成物及び／又は微量の
未反応の出発物質との混合物を含むことになる。式Ｉで定義される通りの染料以外の不純
物を除去するのが好ましい場合があるものの必須ではなく、反応生成物の混合物を本発明
による組成物において直接用いてもよい。
【０１１４】
　典型的には、カルボキシレート染料又は式Ｉの染料の混合物は、組成物の０．００００
１～５重量％の量、より一般的には組成物の０．０００１～１重量％又は０．５重量％の
量で、組成物中に存在することになる。
【０１１５】
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　本発明の組成物に組み込むために、まず染料をプレミックス、例えば粒子又は濃縮液に
形成する場合、染料は、プレミックスの重量に対して、０．００１又は更には０．０１重
量％以上、最大で２重量％又は１０重量％の濃度で存在してよい。
【０１１６】
　本発明の組成物は、典型的には、染料に加えて、１つ以上のランドリーケア補助剤物質
を含む。
【０１１７】
　ランドリーケア補助物質
　好適な補助剤は、例えば、洗浄性能を補助若しくは増強するためのもの、例えば柔軟化
若しくは消臭することによって、洗浄する基材を処理するためのもの、又は香料、色素、
非布地シェーディング染料などによる場合と同様に、組成物の審美性を改変するためのも
のであってよい。好適な補助物質としては、界面活性剤、ビルダー、キレート剤、染料、
移染防止剤、分散剤、酵素及び酵素安定剤、触媒物質、漂白活性化剤、過酸化水素、過酸
化水素源、予形成過酸、ポリマー分散剤、粘土質汚れ除去／再付着防止剤、増白剤、抑泡
剤、染料、色相染料、香料、香料送達系、構造弾性化剤、布地用柔軟剤、担体、ヒドロト
ロープ、加工助剤、溶媒、追加の染料及び／又は顔料（これらのうちの一部については、
以下で更に詳細に論じる）が挙げられるが、これらに限らない。下記開示に加えて、この
ような他の補助剤の好適な例、及び使用濃度は、米国特許第５，５７６，２８２号、同第
６，３０６，８１２（Ｂ１）号及び同第６，３２６，３４８（Ｂ１）号に見られ、これら
は参照により組み込まれる。
【０１１８】
　追加の布地色相剤チオフェンアゾ染料に加えて、追加の布地シェーディング染料を組み
込むのは好ましくないものの、組成物は１つ以上の追加の布地色相剤を含んでもよい。好
適な布地色相剤としては、染料、染料－粘土複合体、及び顔料が挙げられる。好適な染料
としては、ポリエステル及び／又はナイロンなどの合成布地よりも、綿布地によく付着す
るものが挙げられる。更に好適な染料としては、綿よりも、ポリエステル及び／又はナイ
ロンなどの合成繊維によく付着するものが挙げられる。適切な染料としては、小分子染料
及びポリマー染料が挙げられる。適切な小分子染料としては、色指数分類（Ｃｏｌｏｕｒ
　Ｉｎｄｅｘ（Ｃ．Ｉ．））において、ダイレクト・ブルー、ダイレクト・レッド、ダイ
レクト・バイオレット、アシッド・ブルー、アシッド・レッド、アシッド・バイオレット
、ベーシック・ブルー、ベーシック・バイオレット及びベーシック・レッド、又はそれら
の混合物に適合する染料からなる群から選択される小分子染料が挙げられる。小分子染料
の例としては、カラーインデックス（Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏ
ｌｏｕｒｉｓｔｓ（Ｂｒａｄｆｏｒｄ，ＵＫ））番号ダイレクトバイオレット９、ダイレ
クトバイオレット３５、ダイレクトバイオレット４８、ダイレクトバイオレット５１、ダ
イレクトバイオレット６６、ダイレクトバイオレット９９、ダイレクトブルー１、ダイレ
クトブルー７１、ダイレクトブルー８０、ダイレクトブルー２７９、アシッドレッド１７
、アシッドレッド７３、アシッドレッド８８、アシッドレッド１５０、アシッドバイオレ
ット１５、アシッドバイオレット１７、アシッドバイオレット２４、アシッドバイオレッ
ト４３、アシッドレッド５２、アシッドバイオレット４９、アシッドバイオレット５０、
アシッドブルー１５、アシッドブルー１７、アシッドブルー２５、アシッドブルー２９、
アシッドブルー４０、アシッドブルー４５、アシッドブルー７５、アシッドブルー８０、
アシッドブルー８３、アシッドブルー９０、アシッドブルー１１３、アシッドブラック１
、ベーシックバイオレット１、ベーシックバイオレット３、ベーシックバイオレット４、
ベーシックバイオレット１０、ベーシックバイオレット３５、ベーシックブルー３、ベー
シックブルー１６、ベーシックブルー２２、ベーシックブルー４７、ベーシックブルー６
６、ベーシックブルー７５、ベーシックブルー１５９からなる群から選択されたものが挙
げられ、小分子染料は、カラーインデックス（Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎ
ｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ（Ｂｒａｄｆｏｒｄ，ＵＫ））番号アシッドバイオレット１７
、アシッドバイオレット４３、アシッドレッド５２、アシッドレッド７３、アシッドレッ
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ド８８、アシッドレッド１５０、アシッドブルー２５、アシッドブルー２９、アシッドブ
ルー４５、アシッドブルー１１３、アシッドブラック１、ダイレクトブルー１、ダイレク
トブルー７１からなる群から選択する。ダイレクトバイオレット小分子染料が好ましい場
合がある。アシッドバイオレット１７、ダイレクトブルー７１、ダイレクトバイオレット
５１、ダイレクトブルー１、アシッドレッド８８、アシッドレッド１５０、アシッドブル
ー２９、アシッドブルー１１３、及びこれらの混合物からなる群から選択された染料が好
ましい場合がある。
【０１１９】
　好適なポリマー染料としては、共有結合した色原体を含むポリマー（染料－ポリマー複
合体）、及び、色原体がそのポリマーの主鎖に共重合したポリマー、並びにこれらの混合
物からなる群から選択されたポリマー染料と、Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍｉｌ
ｌｉｋｅｎ（Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ））の名
称で販売されている布地直接染着性色素、少なくとも１つの反応染料と、ヒドロキシル部
分、第１アミン部分、第２アミン部分、チオール部分からなる群から選択された部分を含
むポリマーからなる群から選択されたポリマーとから形成された染料－ポリマー複合体、
及びこれらの混合物からなる群から選択されたポリマー染料とが挙げられる。更に別の態
様では、好適なポリマー染料としては、Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍｉｌｌｉｋ
ｅｎ，Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ）バイオレット
ＣＴ、リアクティブブルー、リアクティブバイオレット、又はリアクティブレッド染料で
共役されているカルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）ＣＭＣが共役されているものとし
ては、Ｍｅｇａｚｙｍｅ（Ｗｉｃｋｌｏｗ，Ｉｒｅｌａｎｄ）からＡＺＯ－ＣＭ－セルロ
ースの商品名、商品コードＳ－ＡＣＭＣで市販されているＣ．Ｉ．リアクティブブルー１
９、アルコキシル化トリフェニール－メタン重合着色料、アルコキシル化チオフェン重合
着色料、及びこれらの混合物からなる群から選択されるポリマー染料が挙げられる。好ま
しい追加の色相染料としては、国際公開第０８／８７４９７（Ａ１）号に見られる増白剤
が挙げられる。これらの増白剤は、下記の式（ＩＶ）によって特徴付けることができる。
【０１２０】
【化３９】

　（式中、Ｒ１及びＲ２は、
　ａ）［（ＣＨ２ＣＲ’ＨＯ）ｘ（ＣＨ２ＣＲ”ＨＯ）ｙＨ］、（式中、Ｒ’はＨ、ＣＨ

３、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ及びこれらの混合物からなる群から選択され、式中
、Ｒ”は、Ｈ、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ及びこれらの混合物からなる群から選択
され、ここでｘ＋ｙ≦５、ここでｙ≧１、式中ｚ＝０～５である）、
　ｂ）Ｒ１はアルキル、アリール又はアリールアルキル、かつＲ２＝［（ＣＨ２ＣＲ’Ｈ
Ｏ）ｘ（ＣＨ２ＣＲ”ＨＯ）ｙＨ］である、
　（式中、Ｒ’はＨ、ＣＨ３、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれらの混合物か
らなる群から選択され、Ｒ”は、Ｈ、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれらの混
合物からなる群から選択され、ｘ＋ｙ≦１０であり、ｙ≧１であり、ｚ＝０～５である）
、
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　ｃ）Ｒ１＝［ＣＨ２ＣＨ（ＯＲ３）ＣＨ２ＯＲ４］及びＲ２＝［ＣＨ２ＣＨ（ＯＲ３）
ＣＨ２ＯＲ４］
　（式中、Ｒ３は、Ｈ、（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれらの混合物からなる群から選
択され、ここでｚ＝０～１０であり、
　Ｒ４は（Ｃ１～Ｃ１６）アルキル、アリール基、及びこれらの混合物からなる群から選
択される）、並びに
　ｄ）（式中、Ｒ１及びＲ２は、スチレンオキシド、グリシジルメチルエーテル、イソブ
チルグリシジルエーテル、イソプロピルグリシジルエーテル、ｔ－ブチルグリシジルエー
テル、２－エチルヘキシルグリシジルエーテル及びグリシジルヘキサデシルエーテルの、
アミノ付加生成物に、１～１０個のアルキレンオキシド単位を付加したものから独立して
選択することができる。）から独立して選択できる。
【０１２１】
　本発明の組成物に組み込んでよい好ましい追加の布地色相剤は、下記の式（ＩＶ）によ
って特徴付けることができる。
【０１２２】
【化４０】

　（式中、Ｒ’はＨ、ＣＨ３、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれらの混合物か
らなる群から選択され、Ｒ”は、Ｈ、ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｚＨ、及びこれらの混
合物から選択され、ｘ＋ｙ≦５であり、ｙ≧１であり、ｚ＝０～５である）。
【０１２３】
　更に好ましい追加の色相染料は、下記の構造（Ｖ）によって特徴付けることができる。
【０１２４】

【化４１】

【０１２５】
　この染料は典型的には、１分子当たり平均３～１０個のＥＯ基、好ましくは５個のＥＯ
基を有する化合物の混合物である。
【０１２６】
　更なる追加のシェーディング染料は、米国特許出願公開第２００８　３４５１１（Ａ１
）号（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ）に記載されているものである。好ましい作用剤は「ソルベント
バイオレット１３」である。
【０１２７】
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　適切な染料粘土複合体には、少なくとも１つのカチオン性／塩基性染料とスメクタイト
粘土を含む群から選択される染料粘土複合体、及びこれらの混合物が挙げられる。別の態
様では、好適な染料粘土複合体としては、Ｃ．Ｉ．ベーシックイエロー１～１０８、Ｃ．
Ｉ．ベーシックオレンジ１～６９、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１～１１８、Ｃ．Ｉ．ベー
シックバイオレット１～５１、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１～１６４、Ｃ．Ｉ．ベーシッ
クグリーン１～１４、Ｃ．Ｉ．ベーシックブラウン１～２３、ＣＩベーシックブラック１
～１１からなる群から選択される１つのカチオン性／塩基性染料、及びモンモリロナイト
粘土、ヘクトライト粘土、サポナイト粘土、及びそれらの組み合わせからなる群から選択
される粘土、からなる群から選択される、染料粘土複合体が挙げられる。また別の態様で
は、好適な染料粘土複合体として、モンモリロナイトベーシックブルーＢ７　Ｃ．Ｉ．４
２５９５複合体、モンモリロナイトベーシックブルーＢ９　Ｃ．Ｉ．５２０１５複合体、
モンモリロナイトベーシックバイオレットＶ３　Ｃ．Ｉ．４２５５５複合体、モンモリロ
ナイトベーシックグリーンＧ１　Ｃ．Ｉ．４２０４０複合体、モンモリロナイトベーシッ
クレッドＲ１　Ｃ．Ｉ．４５１６０複合体、モンモリロナイトＣ．Ｉ．ベーシックブラッ
ク２複合体、ヘクトライトベーシックブルーＢ７　Ｃ．Ｉ．４２５９５複合体、ヘクトラ
イトベーシックブルーＢ９　Ｃ．Ｉ．５２０１５複合体、ヘクトライトベーシックバイオ
レットＶ３　Ｃ．Ｉ．４２５５５複合体、ヘクトライトベーシックグリーンＧ１　Ｃ．Ｉ
．４２０４０複合体、ヘクトライトベーシックレッドＲ１　Ｃ．Ｉ．４５１６０複合体、
ヘクトライトＣ．Ｉ．ベーシックブラック２複合体、サポナイトベーシックブルーＢ７　
Ｃ．Ｉ．４２５９５複合体、サポナイトベーシックブルーＢ９　Ｃ．Ｉ．５２０１５複合
体、サポナイトベーシックバイオレットＶ３　Ｃ．Ｉ．４２５５５複合体、サポナイトベ
ーシックグリーンＧ１　Ｃ．Ｉ．４２０４０複合体、サポナイトベーシックレッドＲ１Ｃ
．Ｉ．４５１６０複合体、サポナイトＣ．Ｉ．ベーシックブラック２複合体及びこれらの
混合物からなる群から選択される、染料粘土複合体が挙げられる。
【０１２８】
　好適な顔料としては、フラバントロン（flavanthrone）、インダントロン、１～４個の
塩素原子を有する塩素化インダントロン、ピラントロン（pyranthrone）、ジクロロピラ
ントロン（dichloropyranthrone）、モノブロモジクロロピラントロン（monobromodichlo
ropyranthrone）、ジブロモジクロロピラントロン（dibromodichloropyranthrone）、テ
トラブロモピラントロン（tetrabromopyranthrone）、ペリレン－３，４，９，１０－テ
トラカルボン酸ジイミド（イミド基はＣ１～Ｃ３アルキル又はフェニル又は複素環ラジカ
ルで置換されていなくても、置換されていてもよく、フェニル及び複素環ラジカルは更に
水溶性を付与しない置換を有していてもよい）、アントラピリミジンカルボン酸アミド、
ビオラントロン（violanthrone）、イソビオラントロン（isoviolanthrone）、ジオキサ
ジン染料、銅フタロシアニン（１分子当たり２個以下の塩素原子を含有していてもよい）
、ポリクロロ－銅フタロシアニン、又はポリブロモクロロ－銅フタロシアニン（１分子当
たり１４個以下の臭素原子を含有する）、及びこれらの混合物からなる群から選択される
顔料が挙げられる。特に好ましいのは、ピグメントブルー１５～２０、特にピグメントブ
ルー１５及び／又は１６である。他の好適な顔料としては、ウルトラマリンブルー（Ｃ．
Ｉ．ピグメントブルー２９）、ウルトラマリンバイオレット（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオ
レット１５）及びこれらの混合物からなる群から選択される。好適な色相剤は、米国特許
第７，２０８，４５９（Ｂ２）号、国際特許出願公開第２０１２／０５４８３５号、国際
特許出願公開第２００９／０６９０７７号、国際特許出願公開第２０１２／１６６７６８
号により詳細に記載される。
【０１２９】
　封入材組成物は、カプセル剤を含み得る。一態様では、カプセル剤は、コア、内面及び
外面を有するシェルを含み、前記シェルは、前記コアをカプセル化する。コアは、いずれ
のランドリーケア補助剤を含んでもよいが、典型的には、コアは、香料、増白剤、染料、
防虫剤、シリコーン、ワックス、着香剤、ビタミン、布地用柔軟剤、スキンケア剤、一態
様ではパラフィン、酵素、抗菌剤、漂白剤、感覚剤、及びこれらの混合物からなる群から
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選択された材料を含んでよく、前記シェルは、ポリエチレン、ポリアミド、ポリビニルア
ルコール（任意にその他のコモノマーを含む）、ポリスチレン、ポリイソプレン、ポリカ
ーボネート、ポリエステル、ポリアクリレート、アミノ樹脂（一態様では、前記アミノ樹
脂は、ポリウレア、ポリウレタン、及び／又はポリウレアウレタンを含んでもよく、一態
様では、前記ポリウレアは、ポリオキシメチレンウレア及び／又はメラミンホルムアルデ
ヒドを含んでよい）、ポリオレフィン、多糖類（一態様では、前記多糖類は、アルギネー
ト及び／又はキトサンを含んでよい）、ゼラチン、セラック、エポキシ樹脂、ビニルポリ
マー、水不溶性無機物、シリコーン、並びにこれらの混合物からなる群から選択された材
料を含んでよい。好ましい封入材は香料を含む。好ましい封入材は、メラミンホルムアル
デヒド及び／又は架橋メラミンホルムアルデヒドを含んでよいシェルを含む。好ましい封
入材は、コア材及びシェルを含み、少なくとも部分的に前記コア材を取り囲む前記シェル
が開示される。前記封入材のうち少なくとも７５％、８５％、又は更には９０％の破壊強
度は０．２ＭＰａ～１０ＭＰａであってよく、効果剤漏出率は、封入した効果剤の初期総
量に対して０％～２０％、又は更には１０％若しくは５％未満であってよい。好ましいの
は、前記封入材のうち少なくとも７５％、８５％、又は更には９０％の（ｉ）粒径が１マ
イクロメートル～８０マイクロメートル、５マイクロメートル～６０マイクロメートル、
１０マイクロメートル～５０マイクロメートル、又は更には１５マイクロメートル～４０
マイクロメートルであり得、及び／又は（ｉｉ）前記封入材の少なくとも７５％、８５％
、又は更には９０％の粒子壁厚が３０ｎｍ～２５０ｎｍ、８０ｎｍ～１８０ｎｍ、又は更
には１００ｎｍ～１６０ｎｍであり得るものである。ホルムアルデヒドスカベンジャーは
、封入材とともに、例えばカプセルスラリー中で用いても、及び／又は、封入材を本発明
の組成物に加える前、加えている間、又は加えた後に、組成物に加えてもよい。好適なカ
プセル剤は、米国特許第２００８／０３０５９８２（Ａ１）号、及び／又は同第２００９
／０２４７４４９（Ａ１）号の教示に従うことにより、製造することができる。あるいは
、好適なカプセル剤は、Ａｐｐｌｅｔｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　Ｉｎｃ．（Ａｐｐｌｅｔｏｎ
，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　ＵＳＡ）から購入することもできる。
【０１３０】
　好ましい態様では、本発明の組成物は、好ましくは封入材に加えて、付着助剤を含んで
もよい。好ましい付着助剤は、カチオン性及び非イオン性ポリマーからなる群から選択す
る。好適なポリマーとしては、カチオン性デンプン、カチオン性ヒドロキシエチルセルロ
ース、ポリビニルホルムアルデヒド、ローカストビーンガム、マンナン、キシログルカン
、タマリンドガム、ポリエチレンテレフタレート、並びに、任意に、アクリル酸及びアク
リルアミドを含む群から選択された１つ以上のモノマーとともに、ジメチルアミノエチル
メタクリレートを含むポリマーが挙げられる。
【０１３１】
　香料本発明の好ましい組成物は香料を含む。典型的には、本発明の組成物は、国際公開
第０８／８７４９７号に記載されているような群から選択された１つ以上の香料原材料を
含む香料を含む。しかしながら、ランドリーケア組成物において有用ないずれの香料も用
いてよい。香料を本発明の組成物に組み込む好ましい方法は、水溶性ヒドロキシ化合物、
メラミン－ホルムアルデヒド、又は変性ポリビニルアルコールのいずれかを含む封入香料
粒子によるものである。一態様では、この封入材は、（ａ）１つ以上の水溶性ヒドロキシ
化合物、好ましくはデンプンを含む少なくとも部分的に水溶性の固体マトリックス、及び
（ｂ）この固体マトリックスに封入された香油を含む。更なる態様では、香料は、ポリア
ミン、好ましくはポリエチレンイミンとあらかじめ複合化して、シッフ塩基を形成するよ
うにしてもよい。
【０１３２】
　ポリマー本発明の組成物は、１つ以上のポリマーを含んでもよい。例は、任意に変性さ
れたカルボキシメチルセルロース、ポリ（ビニルピロリドン）、ポリ（エチレングリコー
ル）、ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルピリジン－Ｎ－オキシド）、ポリ（ビニ
ルイミダゾール）、ポリアクリレートのようなポリカルボキシレート、マレイン酸／アク
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リル酸コポリマー、及びラウリルメタクリレート／アクリル酸コポリマーである。
【０１３３】
　組成物は、一般構造、ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）（ＣＨ３）－Ｎ＋－Ｃ

ｘＨ２ｘ－Ｎ＋－（ＣＨ３）－ビス（（Ｃ２Ｈ５Ｏ）（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ）（式中、ｎ＝２
０～３０、ｘ＝３～８である）を有する化合物、又はその硫酸化若しくはスルホン化誘導
体のような１つ以上の両親媒性洗浄ポリマーを含んでいてもよい。一態様では、このポリ
マーを硫酸化又はスルホン化して、双極性イオン性汚れ懸濁剤ポリマーをもたらす。
【０１３４】
　本発明の組成物は、好ましくは、布地及び表面からグリース粒子を除去するように、親
水性と疎水性の特性が釣り合っている両親媒性アルコキシル化グリース洗浄ポリマーを含
む。好ましい両親媒性アルコキシル化グリース洗浄ポリマーは、コア構造と、そのコア構
造に結合した複数のアルコキシレート基とを含む。これらは、好ましくは内側ポリエチレ
ンオキシドブロック及び外側ポリプロピレンオキシドブロックを有するアルコキシル化ポ
リアルキレンイミンを含み得る。典型的には、両親媒性アルコキシル化グリース洗浄ポリ
マーは、本発明の組成物に、０．００５～１０重量％、一般には０．５～８重量％の量で
組み込んでよい。
【０１３５】
　ポリアクリル酸塩から調製されるものなどの、アルコキシル化ポリカルボン酸塩は、追
加的なグリース除去性能を提供するために本明細書で有用である。このような材料は国際
公開第ＷＯ　９１／０８２８１号及び国際公開第ＰＣＴ　９０／０１８１５号に記載され
ている。化学的に、これらの材料は、７～８のアクリレート単位ごとに１つのエトキシ側
鎖を有するポリアクリレートを含む。側鎖は、式－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍ（ＣＨ２）ｎＣ
Ｈ３のものであり、ここで、ｍは２～３であり、ｎは６～１２である。側鎖はポリアクリ
レート「主鎖」にエステル結合され、「櫛形」ポリマータイプの構造を提供する。分子量
は通常は約２０００～約５０，０００の範囲内で変動し得る。このようなアルコキシル化
ポリカルボン酸塩は、本明細書に記載の組成物の約０．０５重量％～約１０重量％を構成
し得る。
【０１３６】
　補助界面活性剤とその他の補助成分との混合物は、両親媒性グラフトコポリマーととも
に用いるのに特に適している。好ましい両親媒性グラフトコポリマー（単一又は複数）は
、（ｉ）ポリエチレングリコール主鎖と、（ｉｉ）ポリビニルアセテート、ポリビニルア
ルコール、及びこれらの混合物から選択された少なくとも１つのペンダント部分を含む。
好ましい両親媒性グラフトコポリマーは、ＢＡＳＦから供給されているＳｏｋａｌａｎ　
ＨＰ２２である。好適なポリマーとしては、ランダムグラフトコポリマー、好ましくは、
ポリエチレンオキシド主鎖と複数のポリビニルアセテート側鎖とを有するポリビニルアセ
テートグラフト化ポリエチレンオキシドコポリマーが挙げられる。このポリエチレンオキ
シド主鎖の分子量は好ましくは約６０００であり、ポリエチレンオキシドのポリビニルア
セテートに対する重量比は約４０～６０であり、グラフト点は、５０個のエチレンオキシ
ド単位当たり１個以下である。典型的には、両親媒性グラフトコポリマーは、本発明の組
成物に、０．００５～１０重量％、より一般的には０．０５～８重量％の量で組み込む。
好ましくは、本発明の組成物は、マレエート／アクリレートランダムコポリマー、又はポ
リアクリレートホモポリマーのような１つ以上のカルボキシレートポリマーを含む。一態
様では、カルボキシレートポリマーは、分子量が４，０００Ｄａ～９，０００Ｄａ、又は
６，０００Ｄａ～９，０００Ｄａのポリアクリレートホモポリマーである。典型的には、
カルボキシレートポリマーは、本発明の組成物に、０．００５～１０重量％、又は０．０
５～８重量％の量で組み込まれる。
【０１３７】
　好ましくは、本発明の組成物は、１つ以上の汚れ放出ポリマーを含む。例としては、下
記の式（ＶＩ）、（ＶＩＩ）、又は（ＶＩＩＩ）の１つによって定義されるような構造を
有する汚れ放出ポリマーが挙げられる。
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　（ＶＩ）　　　－［（ＯＣＨＲ１－ＣＨＲ２）ａ－Ｏ－ＯＣ－Ａｒ－ＣＯ－］ｄ

　（ＶＩＩ）　　－［（ＯＣＨＲ３－ＣＨＲ４）ｂ－Ｏ－ＯＣ－ｓＡｒ－ＣＯ－］ｅ

　（ＶＩＩＩ）　－［（ＯＣＨＲ５－ＣＨＲ６）ｃ－ＯＲ７］ｆ

　（式中、
　ａ、ｂ、及びｃは、１～２００であり、
　ｄ、ｅ、及びｆは、１～５０であり、
　Ａｒは、１，４－置換フェニレンであり、
　ｓＡｒは、位置５をＳＯ３Ｍｅにより置換された、１，３－置換フェニレンであり、
　Ｍｅは、Ｌｉ、Ｋ、Ｍｇ／２、Ｃａ／２、Ａｌ／３、アンモニウム、モノ－、ジ－、ト
リ－、若しくはテトラアルキルアンモニウム（アルキル基は、Ｃ１～Ｃ１８アルキル又は
Ｃ２～Ｃ１０ヒドロキシアルキル）、又はこれらの混合物であり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、独立して、Ｈ、又はＣ１～Ｃ１８ｎ－若
しくはイソ－アルキルから選択され、及び
　Ｒ７は、直鎖若しくは分枝鎖Ｃ１～Ｃ１８アルキル、又は直鎖若しくは分枝鎖Ｃ２～Ｃ

３０アルケニル、又は炭素原子を５～９個有するシクロアルキル基、又はＣ８～Ｃ３０ア
リール基、又はＣ６～Ｃ３０アリールアルキル基である。）
【０１３８】
　好適な汚れ放出ポリマーは、Ｒｈｏｄｉａにより供給されているＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅ
ｘ　ＳＦ、ＳＦ－２及びＳＲＰ６を含むＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘポリマーなどのポリエス
テル汚れ放出ポリマーである。他の好適な汚れ放出ポリマーとしては、Ｃｌａｒｉａｎｔ
により供給されているＴｅｘｃａｒｅ　ＳＲＡ１００、ＳＲＡ３００、ＳＲＮ１００、Ｓ
ＲＮ１７０、ＳＲＮ２４０、ＳＲＮ３００及びＳＲＮ３２５などのＴｅｘｃａｒｅポリマ
ーが挙げられる。他の好適な汚れ放出ポリマーは、Ｓａｓｏｌにより供給されているＭａ
ｒｌｏｑｕｅｓｔ　ＳＬなどのＭａｒｌｏｑｕｅｓｔポリマーである。
【０１３９】
　好ましくは、本発明の組成物は、アルキルセルロース、アルキルアルコキシアルキルセ
ルロース、カルボキシアルキルセルロース、アルキルカルボキシアルキルセルロースから
選択されたものを含む１つ以上のセルロース系ポリマーを含む。好ましいセルロース系ポ
リマーは、カルボキシメチルセルロース、メチルセルロース、メチルヒドロキシエチルセ
ルロース、メチルカルボキシメチルセルロース、及びこれらの混合物を含む群から選択す
る。一態様では、カルボキシメチルセルロースは、０．５～０．９のカルボキシメチル置
換度と、１００，０００Ｄａ～３００，０００Ｄａの分子量とを有する。
【０１４０】
　酵素好ましくは、本発明の組成物は１つ以上の酵素を含む。好ましい酵素は、洗浄性能
及び／又は布地ケア効果をもたらす。好適な酵素の例としては、ヘミセルラーゼ、ペルオ
キシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、エ
ステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、マンナナーゼ、ペクテートリアーゼ、ケラチナ
ーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグ
ニナーゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、β－グルカナーゼ
、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ及びアミラー
ゼ、又はこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。典型的な組み合わせは
、例えば、プロテアーゼ及びリパーゼをアミラーゼとともに含んでよい酵素混液である。
上記の追加の酵素は、本発明の組成物に存在する場合、本発明の組成物の約０．００００
１重量％～約２重量％、約０．０００１重量％～約１重量％、又は更には約０．００１重
量％～約０．５重量％の酵素タンパク質濃度で存在してよい。
【０１４１】
　プロテアーゼ好ましくは、本発明の組成物は１つ以上のプロテアーゼを含む。好適なプ
ロテアーゼとしては、メタロプロテアーゼ及びセリンプロテアーゼが挙げられ、後者には
サブチリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）などの、微生物由来の中性又はアルカリ性セ
リンプロテアーゼが挙げられる。好適なプロテアーゼとしては、動物、植物又は微生物由
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来のものが挙げられる。一態様では、そのような好適なプロテアーゼは、微生物由来のも
のとすることができる。好適なプロテアーゼとしては、前述の好適なプロテアーゼの化学
修飾された又は遺伝子組み換えされた変異体が挙げられる。一態様では、好適なプロテア
ーゼは、微生物由来のアルカリ性プロテアーゼ又は／及びトリプシン型プロテアーゼなど
のセリンプロテアーゼであり得る。好適な中性又はアルカリ性プロテアーゼの例としては
、
　（ａ）サブチリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）（バチルス・レンタス（Bacillus l
entus）、バチルス・アルカロフィルス（B. alkalophilus）、枯草菌（B. subtilis）、
バチルス・アミロリケファシエンス（B. amyloliquefaciens）、バチルス・プミラス（Ba
cillus pumilus）、及びバチルス・ギブソニイ（Bacillus gibsonii）などのバチルス（B
acillus）から誘導されたものを含む）（米国特許第６，３１２，９３６（Ｂ１）号、米
国特許第５，６７９，６３０号、米国特許第４，７６０，０２５号、米国特許第７，２６
２，０４２号及び国際公開第０９／０２１８６７号に記載）。
　（ｂ）トリプシン（例えばブタ又はウシ由来）などのトリプシン型又はキモトリプシン
型プロテアーゼ（国際公開第８９／０６２７０号に記述されているフサリウムプロテアー
ゼ、及び国際公開第０５／０５２１６１号及び国際公開第０５／０５２１４６号に記述さ
れているセルロモナス（Cellumonas）に由来するキモトリプシンプロテアーゼを含む）。
　（ｃ）メタロプロテアーゼ（国際公開第０７／０４４９９３（Ａ２）号に記述されてい
るバチルス・アミロリケファシエンス（bacillus amyloliquefaciens）から誘導されたも
のを含む）、が挙げられる。
【０１４２】
　好ましいプロテアーゼとしては、バチルス・ギブソニイ（Bacillus gibsonii）又はバ
チルス・レンタス（Bacillus lentus）から誘導されるものが挙げられる。
【０１４３】
　好適な市販のプロテアーゼ酵素としては、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（Ｄｅｎｍａｒ
ｋ）によってＡｌｃａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｐｒｉｍ
ａｓｅ（登録商標）、Ｄｕｒａｚｙｍ（登録商標）、Ｐｏｌａｒｚｙｍｅ（登録商標）、
Ｋａｎｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ　
Ｕｌｔｒａ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ　Ｕｌｔｒａ（登録商標）、Ｏｖｏｚｙｍｅ
（登録商標）、Ｎｅｕｔｒａｓｅ（登録商標）、Ｅｖｅｒｌａｓｅ（登録商標）、及びＥ
ｓｐｅｒａｓｅ（登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌによってＭａｘａｔａｓｅ（登録商標）、Ｍａｘａｃａｌ（登録商
標）、Ｍａｘａｐｅｍ（登録商標）、Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃ
ｔ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｏｘ
（登録商標）、ＦＮ３（登録商標）、ＦＮ４（登録商標）、Ｅｘｃｅｌｌａｓｅ（登録商
標）、及びＰｕｒａｆｅｃｔ　ＯＸＰ（登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｓｏ
ｌｖａｙ　ＥｎｚｙｍｅｓによってＯｐｔｉｃｌｅａｎ（登録商標）及びＯｐｔｉｍａｓ
ｅ（登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｈｅｎｋｅｌ／Ｋｅｍｉｒａから入手可
能なもの、すなわちＢＬＡＰ（米国特許第５，３５２，６０４号の図２９に示されている
配列に、Ｓ９９Ｄ＋Ｓ１０１Ｒ＋Ｓ１０３Ａ＋Ｖ１０４Ｉ＋Ｇ１５９Ｓの変異を有するも
の、以下ＢＬＡＰと称する）、ＢＬＡＰ　Ｒ（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０５Ｉ
＋Ｌ２１７Ｄを有するＢＬＡＰ）、ＢＬＡＰ　Ｘ（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ２０５Ｉを有する
ＢＬＡＰ）、及びＢＬＡＰ　Ｆ４９（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ａ１９４Ｐ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０
５Ｉ＋Ｌ２１７Ｄを有するＢＬＡＰ）（いずれもＨｅｎｋｅｌ／Ｋｅｍｉｒａ製）、並び
にＫａｏのＫＡＰ（Ａ２３０Ｖ＋Ｓ２５６Ｇ＋Ｓ２５９Ｎの変異を有するバチルス・アル
カロフィルス（Bacillus alkalophilus）のサブチリシン）が挙げられる。
【０１４４】
　アミラーゼ好ましくは、本発明の組成物はアミラーゼを含んでよい。好適なα－アミラ
ーゼとしては、細菌又は真菌由来のものが挙げられる。化学的又は遺伝子学的に改変され
た変異型（変異体）が含まれる。好ましいアルカリ性α－アミラーゼはバチルスの菌種か
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ら、例えば、バチルス・リケニフォルミス（Bacillus licheniformis）、バチルス・アミ
ロリケファシエンス（Bacillus amyloliquefaciens）、バチルス・ステアロサーモフィル
ス（Bacillus stearothermophilus）、枯草菌（Bacillus subtilis）、又は他のバチルス
種、例えばバチルス種ＮＣＩＢ　１２２８９、ＮＣＩＢ　１２５１２、ＮＣＩＢ　１２５
１３、ＤＳＭ　９３７５（米国特許第７，１５３，８１８号）、ＤＳＭ　１２３６８、Ｄ
ＳＭＺ　ｎｏ．１２６４９、ＫＳＭ　ＡＰ１３７８（国際公開第９７／００３２４号）、
ＫＳＭ　Ｋ３６又はＫＳＭ　Ｋ３８（欧州特許第１，０２２，３３４号）に由来する。好
ましいアミラーゼには次のものが挙げられる。
　（ａ）国際公開第９４／０２５９７号、同第９４／１８３１４号、同第９６／２３８７
４号、及び同第９７／４３４２４号に記載の変異体、特に、国際公開第９６／２３８７４
号の配列番号２としてリストされた酵素に対して、位置、１５、２３、１０５、１０６、
１２４、１２８、１３３、１５４、１５６、１８１、１８８、１９０、１９７、２０２、
２０８、２０９、２４３、２６４、３０４、３０５、３９１、４０８及び４４４のうちの
１つ以上が置換された変異体。
　（ｂ）米国特許第５，８５６，１６４号及び国際公開第９９／２３２１１号、同第９６
／２３８７３号、同第００／６００６０号、及び同第０６／００２６４３号に記載の変異
型、特に国際公開第０６／００２６４３号で配列番号１２として記載のＡＡ５６０酵素に
対して、位置、
　２６、３０、３３、８２、３７、１０６、１１８、１２８、１３３、１４９、１５０、
１６０、１７８、１８２、１８６、１９３、２０３、２１４、２３１、２５６、２５７、
２５８、２６９、２７０、２７２、２８３、２９５、２９６、２９８、２９９、３０３、
３０４、３０５、３１１、３１４、３１５、３１８、３１９、３３９、３４５、３６１、
３７８、３８３、４１９、４２１、４３７、４４１、４４４、４４５、４４６、４４７、
４５０、４６１、４７１、４８２、４８４のうちの１つ以上が置換された変異体であって
、好ましくはＤ１８３＊及びＧ１８４＊の欠損を含有する変異体。
　（ｃ）国際公開第０６／００２６４３号での配列番号４（バチルス（Bacillus）ＳＰ７
２２からの野生型酵素）と少なくとも９０％の同一性を示し、特に位置１８３及び１８４
で欠損を有する変異体、並びに本明細書に参照により組み込まれる国際公開第００／６０
０６０号に記載の変異体。
　（ｄ）バチルス（Bacillus sp.）種７０７（米国特許第６，０９３，５６２号の配列番
号７）からの野生型酵素と少なくとも９５％の同一性を示す変異体、特に変異Ｍ２０２、
Ｍ２０８、Ｓ２５５、Ｒ１７２及び／又はＭ２６１を１つ以上含むもの。好ましくはこの
アミラーゼは、Ｍ２０２Ｌ、Ｍ２０２Ｖ、Ｍ２０２Ｓ、Ｍ２０２Ｔ、Ｍ２０２Ｉ、Ｍ２０
２Ｑ、Ｍ２０２Ｗ、Ｓ２５５Ｎ及び／又はＲ１７２Ｑのうちの１つ以上を含む。特に好ま
しくは、Ｍ２０２Ｌ又はＭ２０２Ｔに変異を含むものである。
　（ｅ）国際公開第０９／１４９１３０号に記載されている変異体、好ましくは、同第０
９／１４９１３０号の配列番号１又は配列番号２と少なくとも９０％の同一性を示すもの
、ゲオバチルス・ステアロサーモフィラス（Geobacillus Stearophermophilus）由来の野
生型酵素、又はそのトランケート型。
【０１４５】
　好適な市販のα－アミラーゼとしては、ＤＵＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＬＩＱＵＥＺＹ
ＭＥ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ　ＵＬＴＲＡ（登
録商標）、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＵＰＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＳＴＡＩＮ
ＺＹＭＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ＦＵＮＧＡＭＹＬ
（登録商標）、及びＢＡＮ（登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（Ｂａｇｓｖａｅ
ｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ））、ＫＥＭＺＹＭ（登録商標）ＡＴ　９０００（Ｂｉｏｚｙｍ　
Ｂｉｏｔｅｃｈ　Ｔｒａｄｉｎｇ　ＧｍｂＨ（Ｗｅｈｌｉｓｔｒａｓｓｅ　２７ｂ　Ａ－
１２００　Ｗｉｅｎ　Ａｕｓｔｒｉａ））、ＲＡＰＩＤＡＳＥ（登録商標）、ＰＵＲＡＳ
ＴＡＲ（登録商標）、ＥＮＺＹＳＩＺＥ（登録商標）、ＯＰＴＩＳＩＺＥ　ＨＴ　ＰＬＵ
Ｓ（登録商標）、ＰＯＷＥＲＡＳＥ（登録商標）、及びＰＵＲＡＳＴＡＲ　ＯＸＡＭ（登
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録商標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．（Ｐａｌｏ　Ａｌ
ｔｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ））、並びにＫＡＭ（登録商標）（花王（日本、郵便番号１
０３－８２１０、東京都中央区日本橋茅場町１４－１０））が挙げられる。一態様では、
好適なアミラーゼとしては、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ（登録
商標）及びＳＴＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、並びにこれらの混合物が挙げら
れる。
【０１４６】
　リパーゼ好ましくは本発明は、米国特許第６，９３９，７０２（Ｂ１）号、及び米国特
許出願公開第２００９／０２１７４６４号に記載されているような「第１サイクルリパー
ゼ」を含む１つ以上のリパーゼを含む。好ましいリパーゼは、第１洗浄リパーゼである。
本発明の一実施形態では、本発明の組成物は、第１洗浄リパーゼを含む。第１洗浄リパー
ゼとしては、（ａ）ヒュミコラ・ランギノーザ（Humicola lanuginosa）株ＤＳＭ　４１
０９に由来する野生型リパーゼと少なくとも９０％の同一性を有し、（ｂ）前記野生型リ
パーゼと比べて、Ｅ１の１５Ａ若しくはＱ２４９内の３次元構造の表面において、電気的
に中性か若しくは負電荷を持つアミノ酸の正電荷を持つアミノ酸への置換を含み、（ｃ）
Ｃ末端にペプチド付加を含み、及び／又は（ｄ）Ｎ末端にペプチド付加を含み、並びに／
あるいは（ｅ）ｉ）前記野生型リパーゼのＥ２１０の位置に、負電荷を持つアミノ酸を含
み、ｉｉ）前記野生型リパーゼの９０～１０１の位置に対応する領域に、負電荷を持つア
ミノ酸を含み、及びｉｉｉ）前記野生型リパーゼのＮ９４に対応する位置に、中性か若し
くは負電荷を持つアミノ酸を含み、及び／又は、前記野生型リパーゼの９０～１０１の位
置に対応する領域の正味の電荷が負又は中性であるという制限を満たすアミノ酸配列を有
するポリペプチドであるリパーゼが挙げられる。好ましいのは、Ｔ２３１Ｒ及びＮ２３３
Ｒの変異の１つ以上を含む、サーモマイセス・ラヌギノサス（Thermomyces lanuginosus
）由来の野生型リパーゼの変異体である。野生型配列は、Ｓｗｉｓｓ－ｐｒｏｔの寄託番
号Ｓｗｉｓｓ－Ｐｒｏｔ　Ｏ５９９５２の、（サーモマイセス・ラヌギノサス（Thermomy
ces lanuginosus）（ヒュミコラ・ラヌギノサ（Humicola lanuginosa））由来の）の２６
９個のアミノ酸（アミノ酸２３～２９１）である。好ましいリパーゼとしては、Ｌｉｐｅ
ｘ（登録商標）、Ｌｉｐｏｌｅｘ（登録商標）、及びＬｉｐｏｃｌｅａｎ（登録商標）の
商品名で販売されているものが挙げられる。
【０１４７】
　エンドグルカナーゼ他の好ましい酵素としては、米国特許第７，１４１，４０３（Ｂ２
）号におけるアミノ酸配列の配列番号２と少なくとも９０％、９４％、９７％、更に９９
％同一である配列を有するバチルス（Bacillus）属のメンバーに対して内因性である細菌
ポリペプチド及びこれらの混合物を含む、エンド－β－１，４－グルカナーゼ活性（Ｅ．
Ｃ．３．２．１．４）を示す微生物由来のエンドグルカナーゼが挙げられる。好適なエン
ドグルカナーゼは、商品名Ｃｅｌｌｕｃｌｅａｎ（登録商標）及びＷｈｉｔｅｚｙｍｅ（
登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ））で
販売されている。
【０１４８】
　ペクチン酸リアーゼその他の好ましい酵素としては、Ｐｅｃｔａｗａｓｈ（登録商標）
、Ｐｅｃｔａｗａｙ（登録商標）、Ｘｐｅｃｔ（登録商標）（いずれもＮｏｖｏｚｙｍｅ
ｓ　Ａ／Ｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ））の商品名で販売されているペクチ
ン酸リアーゼ、並びに、Ｍａｎｎａｗａｙ（登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（
Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ））、及びＰｕｒａｂｒｉｔｅ（登録商標）（Ｇｅ
ｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．（Ｐａｌｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉ
ｆｏｒｎｉａ）の商品名で販売されているマンナナーゼが挙げられる。
【０１４９】
　漂白剤本発明の組成物には、１つ以上の漂白剤を含ませることが好ましい場合がある。
漂白触媒以外の適切な漂白剤としては、光漂白剤、漂白活性化剤、過酸化水素、過酸化水
素源、予備形成過酸、及びこれらの混合物が挙げられる。一般に、漂白剤を用いる場合、
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本発明の組成物は、本発明の組成物の約０．１重量％～約５０重量％、又は更には約０．
１重量％～約２５重量％の漂白剤又は漂白剤混合物を含んでよい。適切な漂白剤の例とし
ては、以下（１）～（６）が挙げられる。
　（１）光漂白剤、例えば、スルホン化亜鉛フタロシアニン、スルホン化アルミニウムフ
タロシアニン、キサンテン染料、及びこれらの混合物。
　（２）予形成過酸、好適な予形成過酸としては、予形成ペルオキシ酸又はその塩、典型
的には過カルボン酸及び塩、過炭酸及び塩、過イミド酸及び塩、ペルオキソ一硫酸及び塩
、例えばＯｘｏｎｅ（登録商標）、並びにこれらの混合物からなる群から選択された化合
物が挙げられるが、これらに限らない。好適な例としては、ペルオキシカルボン酸若しく
はその塩、又はペルオキシスルホン酸若しくはその塩が挙げられる。本発明での使用に適
した典型的なペルオキシカルボン酸塩は、下記の化学式に対応する化学構造を有する。
【０１５０】
【化４２】

　（式中、Ｒ１４は、アルキル、アラルキル、シクロアルキル、アリール、又は複素環基
から選択され、Ｒ１４基は、直鎖又は分岐鎖、置換又は非置換であることができ、過酸が
疎水性の場合、６～１４個の炭素原子、又は８～１２個の炭素原子を有し、過酸が親水性
の場合、６個未満の炭素原子、又は更には４個未満の炭素原子を有し、Ｙは、電荷中性を
もたらすいずれかの好適な対イオンであり、好ましくはＹは、水素、ナトリウム、又はカ
リウムから選択される。）好ましくは、Ｒ１４は、直鎖又は分枝鎖、置換又は非置換Ｃ６

～９アルキルである。好ましくは、ペルオキシ酸又はその塩は、ペルオキシヘキサン酸、
ペルオキシヘプタン酸、ペルオキシオクタン酸、ペルオキシノナン酸、ペルオキシデカン
酸、任意のその塩、又は任意のこれらの組み合わせから選択される。特に好ましいペルオ
キシ酸はフタルイミド－ペルオキシ－アルカン酸、具体的にはε－フタルイミドペルオキ
シヘキサン酸（ＰＡＰ）である。好ましくは、ペルオキシ酸又はその塩は、３０℃～６０
℃の範囲の融点を有する。
【０１５１】
　事前形成されたペルオキシ酸又はその塩はまた、ペルオキシスルホン酸又はその塩とす
ることができ、典型的に、以下の化学式に対応する化学構造を有する。
【０１５２】
【化４３】

　（式中、Ｒ１５は、アルキル、アラルキル、シクロアルキル、アリール、又は複素環基
から選択され、Ｒ１５基は、直鎖又は分枝鎖、置換又は非置換であることができ、Ｚは、
電気的中性を達成する任意の好適な対イオンであり、好ましくは、Ｚは、水素、ナトリウ
ム、又はカリウムから選択される。）好ましくは、Ｒ１５は、直鎖又は分岐鎖、置換又は
非置換のＣ４～１４、好ましくはＣ６～１４アルキルである。好ましくは、このような漂
白剤成分は、本発明の組成物中に、０．０１～５０％、最も好ましくは０．１％～２０％
の量で存在してよい。
　（３）アルカリ金属塩、例えば、過ホウ酸塩（通常は、一又は四水和物）、過炭酸塩、
過硫酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、及びこれらの混合物のナトリウム塩を含む、過酸化
水素供給源（例えば、無機過酸化水素化塩類）。本発明の一態様では、無機過酸化水素化
塩類は、過ホウ酸塩、過炭酸塩、及びこれらの混合物のナトリウム塩からなる群から選択
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される。採用される場合、無機過水和物塩は、典型的には、布地ケア製品及びホームケア
製品全体の０．０５～４０重量％、又は１～３０重量％の量で存在し、典型的にはコーテ
ィングされ得る結晶質の固体として布地ケア製品及びホームケア製品に組み込まれる。好
適なコーティングとしては、無機塩（アルカリ金属ケイ酸塩、炭酸塩若しくはホウ酸塩、
又はこれらの混合物など）、又は有機物質（水溶性若しくは分散性ポリマー、ワックス、
油又は脂肪石鹸など）が挙げられる。及び
　（４）Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｌを有する漂白活性化剤（式中、Ｒはアルキル基であり、所望
により分枝状であり、漂白活性化剤が疎水性の場合には、６～１４個の炭素原子、又は８
～１２個の炭素原子を有し、漂白活性化剤が親水性の場合、６個未満の炭素原子、又は更
に４個未満の炭素原子を有し、Ｌは脱離基である）。好適な脱離基の例は、安息香酸及び
それらの誘導体－特にベンゼンスルホネートである。好適な漂白活性化剤としては、ドデ
カノイルオキシベンゼンスルホネート、デカノイルオキシベンゼンスルホネート、デカノ
イルオキシ安息香酸又はその塩、３，５，５－トリメチルヘキサノイルオキシベンゼンス
ルホネート、テトラアセチルエチレンジアミン（ＴＡＥＤ）及びノナノイルオキシベンゼ
ンスルホネート（ＮＯＢＳ）が挙げられる。好適な漂白活性化剤はまた、国際公開第９８
／１７７６７号に開示されている。任意の好適な漂白活性化剤を使用してもよいが、発明
の一態様では、対象とする組成物には、ＮＯＢＳ、ＴＡＥＤ又はこれらの混合物を含ませ
ることができる。
　（５）漂白触媒本発明の組成物は、ペルオキシ酸及び／又はその塩から酸素原子を受け
取って、その酸素原子を酸化可能な基質に移動させることができる１つ以上の漂白触媒も
含んでよい。好適な漂白触媒としては、イミニウムカチオン及びポリイオン、イミニウム
双性イオン、変性アミン、変性アミンオキシド、Ｎ－スルホニルイミン、Ｎ－ホスホニル
イミン、Ｎ－アシルイミン、チアジアゾールジオキシド、ペルフルオロイミン、環状糖ケ
トン、及びαアミノ－ケトン、並びにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限らない
。好適なαアミノケトンは例えば、国際公開第２０１２／０００８４６（Ａ１）号、国際
公開第２００８／０１５４４３（Ａ１）号、及び国際公開第２００８／０１４９６５（Ａ
１）号に記載されているようなものである。好適な混合物は、米国特許出願公開第２００
７／０１７３４３０（Ａ１）号に記載されているようなものである。
【０１５３】
　理論に束縛されるものではないが、本発明者らは、この上述の記載のように求電子性及
び疎水性を制御することによって、実質的に、より疎水性の布地領域であり、かつ高度に
求電子性の酸化剤による漂白を受けやすい、可視発色団を含めた電子豊富な汚れを含む布
地領域のみに、漂白成分を供給することが可能になると考える。
【０１５４】
　一態様では、漂白触媒は、以下の一般式による構造を有する。
【０１５５】
【化４４】

　（式中、Ｒ１３は、２－エチルヘキシル、２－プロピルへプチル、２－ブチルオクチル
、２－ペンチルノニル、２－ヘキシルデシル、ｎ－ドデシル、ｎ－テトラデシル、ｎ－ヘ
キサデシル、ｎ－オクタデシル、イソ－ノニル、イソ－デシル、イソ－トリデシル及びイ
ソ－ペンタデシルからなる群から選択される。）
　（６）本発明の組成物は好ましくは、触媒金属錯体を含んでよい。金属含有漂白触媒の
１つの好ましいタイプは、所定の漂白触媒活性を持つ遷移金属カチオン（銅、鉄、チタン
、ルテニウム、タングステン、モリブデン、又はマンガンカチオンなど）、漂白触媒活性
をあまり又は全く有さない補助金属カチオン（亜鉛又はアルミニウムカチオンなど）、並
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びに触媒及び補助金属カチオンに対する所定の安定度定数を有する金属イオン封鎖剤、特
にエチレンジアミンテトラ酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）、並び
にそれらの水溶性塩を含む触媒系である。このような触媒は、米国特許第４，４３０，２
４３号に開示されている。
【０１５６】
　所望する場合、本明細書の組成物はマンガン化合物を用いて触媒可能である。このよう
な化合物及び使用濃度は当該技術分野で周知であり、例えば、米国特許第５，５７６，２
８２号に開示されるマンガン系の触媒が挙げられる。
【０１５７】
　本明細書において有用なコバルト漂白触媒は既知であり、例えば、米国特許第５，５９
７，９３６号、米国特許第５，５９５，９６７号に記載される。このようなコバルト触媒
は、例えば米国特許第５，５９７，９３６号及び米国特許第５，５９５，９６７号に教示
されているような、既知の手順によって容易に調製される。
【０１５８】
　本明細書の組成物には、また、配位子の遷移金属錯体（例えば、ビスピドン（bispidon
e）（国際公開第０５／０４２５３２（Ａ１）号）及び／又は大多環状剛性配位子（「Ｍ
ＲＬ」と略される）を適切に含ませることもできる。実際問題として、限定するためでは
ないが、本明細書の組成物及び方法は、水性洗浄媒質において、少なくとも１億分の１の
オーダーの活性ＭＲＬ種を提供するように調整することができ、通常、約０．００５ｐｐ
ｍ～約２５ｐｐｍ、約０．０５ｐｐｍ～約１０ｐｐｍ、又は更には約０．１ｐｐｍ～約５
ｐｐｍのＭＲＬを洗浄溶液中に提供する。
【０１５９】
　本遷移金属漂白触媒における好適な遷移金属としては、例えばマンガン、鉄及びクロム
が挙げられる。好適なＭＲＬとしては、５，１２－ジエチル－１，５，８，１２－テトラ
アザビシクロ［６．６．２］ヘキサデカンが挙げられる。
【０１６０】
　適した遷移金属ＭＲＬは、既知の手順、例えば、国際公開第００／３２６０１号、及び
米国特許第６，２２５，４６４号にて教示される手順によって容易に調製される。
【０１６１】
　存在する場合、過酸化水素／過酸及び／又は漂白活性化剤の供給源は一般に、布地ケア
製品及びホームケア製品に対して約０．１～約６０重量％、約０．５～約４０重量％、又
は更には約０．６～約１０重量％の量で、本発明の組成物中に存在する。１つ以上の疎水
性の過酸又はそれらの前駆体は、１つ以上の親水性過酸又はそれらの前駆体と組み合わせ
て使用してもよい。
【０１６２】
　典型的には、過酸化水素源及び漂白活性化剤は、一緒に組み込むことになる。有効酸素
（過酸化物源から供給される酸素）の過酸に対するモル比が１：１～３５：１、又は更に
は２：１～１０：１となるように、過酸化水素源及び過酸又は漂白活性化剤の量を選択し
てよい。
【０１６３】
　界面活性剤好ましくは、本発明の組成物は、界面活性剤又は界面活性剤系を含む。界面
活性剤は、非イオン性、アニオン性、カチオン性、両性、両電解性、両親媒性、双極性イ
オン性、半極性非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物から選択できる。好ましい組
成物は、界面活性剤／界面活性剤系の混合物を含む。好ましい界面活性剤系は、１つ以上
のアニオン性界面活性剤を、最も好ましくは補助界面活性剤と併せて、最も好ましくは非
イオン性及び／又は両性及び／又は双極性イオン性界面活性剤と併せて含む。好ましい界
面活性剤系は、アニオン性界面活性剤及び非イオン性界面活性剤の両方を、好ましくは９
０：１～１：９０の重量比で含む。場合によっては、アニオン性界面活性剤の非イオン性
界面活性剤に対する重量比は少なくとも１：１であるのが好ましい。しかしながら、この
比は１０：１未満であるのが好ましい場合がある。存在する場合、界面活性剤の総濃度は
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、好ましくは、本発明の組成物の０．１重量％～６０重量％、１重量％～５０重量％、又
は更には５重量％～４０重量％である。
【０１６４】
　好ましくは、本発明の組成物は、アニオン性洗浄性界面活性剤、好ましくはサルフェー
ト及び／又はスルホネート界面活性剤を含む。好ましい例としては、アルキルベンゼンス
ルホネート、アルキルサルフェート、及びアルキルアルコキシル化サルフェートが挙げら
れる。好ましいスルホネートは、Ｃ１０～１３アルキルベンゼンスルホネートである。好
適なアルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）は、市販の直鎖アルキルベンゼン（ＬＡＢ
）をスルホン化することによって得てよく、好適なＬＡＢとしては、ＳａｓｏｌからＩｓ
ｏｃｈｅｍ（登録商標）の商品名で供給されているもの、又はＰｅｔｒｅｓａからＰｅｔ
ｒｅｌａｂ（登録商標）の商品名で供給されているものなどの低級２－フェニルＬＡＢが
挙げられ、その他の好適なＬＡＢとしては、ＳａｓｏｌからＨｙｂｌｅｎｅ（登録商標）
の商品名で供給されているものなどの高級２－フェニルＬＡＢが挙げられる。好適なアニ
オン性洗浄性界面活性剤は、ＤＥＴＡＬ触媒プロセスによって得られるアルキルベンゼン
スルホネートであるが、ＨＦなどのその他の合成経路も好適である場合がある。一態様で
は、ＬＡＳのマグネシウム塩を用いる。
【０１６５】
　好ましいサルフェート系洗浄性界面活性剤としては、アルキルサルフェート、典型的に
はＣ８～１８アルキルサルフェート、又は主にはＣ１２アルキルサルフェートが挙げられ
る。更に好ましいアルキルサルフェートはアルキルアルコキシル化サルフェート、好まし
くはＣ８～１８アルキルアルコキシル化サルフェートである。好ましくはアルコキシル化
基はエトキシル化基である。典型的には、アルキルアルコキシル化サルフェートの平均ア
ルコキシル化度は０．５～３０若しくは２０、又は０．５～１０である。特に好ましいの
は、平均エトキシル化度が０．５～１０、０．５～７、０．５～５、又は更には０．５～
３のＣ８～１８アルキルエトキシル化サルフェートである。
【０１６６】
　アルキルサルフェート、アルキルアルコキシル化サルフェート及びアルキルベンゼンス
ルホネートは、直鎖又は分枝鎖であってもよく、置換又は非置換であってもよい。界面活
性剤が分岐状である場合、好ましくは、界面活性剤は、中鎖分岐サルフェート又はスルホ
ネート界面活性剤を含むことになる。好ましくは、分枝鎖基はＣ１～４アルキル基、典型
的にはメチル及び／又はエチル基を含む。
【０１６７】
　好ましくは、本発明の組成物は非イオン性洗浄界面活性剤を含む。好適な非イオン性界
面活性剤は、ＳｈｅｌｌのＮＥＯＤＯＬ（登録商標）非イオン性界面活性剤などのＣ８～
Ｃ１８アルキルエトキシレート、アルコキシレート単位がエチレンオキシ単位、プロピレ
ンオキシ単位又はこれらの混合物であり得る、Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキ
シレート、ＢＡＳＦのＰｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）などの、エチレンオキシド／プロピ
レンオキシドブロックポリマーとの、Ｃ１２～Ｃ１８アルコール縮合物及びＣ６～Ｃ１２

アルキルフェノール縮合物、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝状アルコール、典型的には１～３０
の平均アルコキシル化度を有するＣ１４～Ｃ２２中鎖分枝状アルキルアルコキシレート、
アルキル多糖、一態様ではアルキルポリグルコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、エー
テル末端保護ポリ（オキシアルキル化）アルコール界面活性剤、並びにこれらの混合物か
らなる群から選択される。
【０１６８】
　好適な非イオン性洗浄界面活性剤としては、アルキルポリグルコシド及び／又はアルキ
ルアルコキシル化アルコールが挙げられる。
【０１６９】
　一態様では、非イオン性洗浄界面活性剤としては、アルキルアルコキシル化アルコール
、一態様ではＣ８～１８アルキルアルコキシル化アルコール、例えば、Ｃ８～１８アルキ
ルエトキシル化アルコールが挙げられ、このアルキルアルコキシル化アルコールは、１～
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８０、好ましくは１～５０、最も好ましくは１～３０、１～２０、又は１～１０の平均ア
ルコキシル化度を有していてもよい。一態様では、このアルキルアルコキシル化アルコー
ルは、１～１０、又は１～７、更には１～５又は３～７、又は更には３若しくは２未満の
平均エトキシル化度を有する、Ｃ８～１８アルキルエトキシル化アルコールであってもよ
い。アルキルアルコキシル化アルコールは、直鎖又は分枝鎖であってもよく、置換又は非
置換であってもよい。
【０１７０】
　好適な非イオン性界面活性剤としては、ＢＡＳＦの商品Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）
が挙げられる。
【０１７１】
　好適なカチオン性洗浄性界面活性剤としては、アルキルピリジニウム化合物、アルキル
四級アンモニウム化合物、アルキル四級ホスホニウム化合物、アルキル三級スルホニウム
化合物、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１７２】
　好適なカチオン性洗浄界面活性剤は、次の一般式を有する第四級アンモニウム化合物で
ある。
　（Ｒ）（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｎ＋Ｘ－

　（式中、Ｒは直鎖又は分枝鎖、置換又は非置換の、Ｃ６～１８アルキル又はアルケニル
部分であり、Ｒ１及びＲ２は、独立して、メチル又はエチル部分から選択され、Ｒ３は、
ヒドロキシル、ヒドロキシメチル、又はヒドロキシエチル部分であり、Ｘは、電気的中性
を提供するアニオンであり、好適なアニオンとしては、例えば、塩化物といったハロゲン
化物、サルフェート、及びスルホネートが挙げられる。）好適なカチオン性洗浄界面活性
剤は、モノＣ６～１８アルキルモノヒドロキシエチルジメチル第四級アンモニウムクロリ
ドである。非常に好適なカチオン性洗浄界面活性剤は、モノ－Ｃ８～１０アルキルモノヒ
ドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリド、モノ－Ｃ１０～１２アルキルモノヒ
ドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリド、及びモノ－Ｃ１０アルキルモノヒド
ロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリドである。
【０１７３】
　好適な両性／双極性イオン性界面活性剤としては、アミンオキシド及びベタインが挙げ
られる。
【０１７４】
　アミン中和したアニオン性界面活性剤－本発明のアニオン性界面活性剤及び補助アニオ
ン性補助界面活性剤は酸型で存在してもよく、前記酸型を中和して、本発明の洗剤組成物
に用いるのに望ましい界面活性剤塩を形成してもよい。典型的な中和剤としては、水酸化
物（例えばＮａＯＨ又はＫＯＨ）などの金属対イオン塩基が挙げられる。酸型の、本発明
のアニオン性界面活性剤及び補助アニオン性界面活性剤又は補助界面活性剤を中和するた
めの更に好ましい中和剤としては、アンモニア、アミン、又はアルカノールアミンが挙げ
られる。アルカノールアミンが好ましい。好適な非限定例としては、モノエタノールアミ
ン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、及び、当該技術分野において既知のそ
の他の直鎖又は分岐鎖アルカノールアミンが挙げられ、例えば、非常に好ましいアルカノ
ールアミンとしては、２－アミノ－１－プロパノール、１－アミノプロパノール、モノイ
ソプロパノールアミン、又は１－アミノ－３－プロパノールが挙げられる。アミンの中和
は全体的に又は部分的な範囲でされてもよく、例えば、アニオン性界面活性剤混合物の一
部はナトリウム若しくはカリウムで中和されてもよく、アニオン性界面活性剤混合物の一
部はアミン若しくはアルカノールアミンで中和されてもよい。
【０１７５】
　ビルダー好ましくは、本発明の組成物は、１つ以上のビルダー又はビルダー系を含む。
ビルダーを用いる場合、本発明の組成物は典型的には、少なくとも１％、２％～６０％の
ビルダーを含むことになる。本発明の組成物は、低濃度のホスフェート塩及び／又はゼオ
ライトを、例えば１～１０又は５重量％含むのが好ましい場合がある。本発明の組成物は
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、強いビルダーを実質的に含まなくてもよく、実質的に強いビルダーを含まないとは、ゼ
オライト及び／又はホスフェートが「意図的に加えられていない」ことを意味する。典型
的なゼオライトビルダーとしては、ゼオライトＡ、ゼオライトＰ及びゼオライトＭＡＰが
挙げられる。典型的なリン酸塩ビルダーは、トリポリリン酸ナトリウムである。
【０１７６】
　キレート剤好ましくは、本発明の組成物はキレート剤及び／又は結晶成長抑制剤を含む
。好適な分子としては、銅、鉄、及び／又はマンガンキレート剤、並びにこれらの混合物
が挙げられる。好適な分子としては、アミノカルボキシレート、アミノホスホネート、サ
クシネート、これらの塩、及びこれらの混合物が挙げられる。本発明で用いる好適なキレ
ート剤の非限定例としては、エチレンジアミンテトラアセテート、Ｎ－（ヒドロキシエチ
ル）エチレンジアミントリアセテート、ニトリロトリアセテート、エチレンジアミンテト
ラプロピオネート、トリエチレンテトラアミンヘキサアセテート、ジエチレントリアミン
－ペンタアセテート、エタノールジグリシン、エチレンジアミンテトラキス（メチレンホ
スホネート）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）（ＤＴＰＭＰ）、エ
チレンジアミンジサクシネート（ＥＤＤＳ）、ヒドロキシエタンジメチレンホスホン酸（
ＨＥＤＰ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰ
Ａ）、これらの塩、及びこれらの混合物が挙げられる。本発明で用いるキレート剤の他の
非限定例は、米国特許第７４４５６４４号、同第７５８５３７６、及び米国特許出願公開
第２００９／０１７６６８４（Ａ１）号に記載されている。本明細書で用いるのに好適な
他のキレート剤は、市販されているＤＥＱＵＥＳＴシリーズ、並びにＭｏｎｓａｎｔｏ、
ＤｕＰｏｎｔ、及びＮａｌｃｏ，Ｉｎｃ．のキレート剤である。
【０１７７】
　移染防止剤（ＤＴＩ）本発明の組成物は、１つ以上の移染防止剤を含んでよい。本発明
の一実施形態では、驚くべきことに、特定の染料に加えて、ポリマー移染防止剤を含む組
成物は、向上した性能を示すことを本発明者らは発見した。これは、驚くべきことに、こ
れらのポリマーが染料の付着を防ぐためである。好適な移染防止剤としては、ポリビニル
ピロリドンポリマー、ポリアミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビ
ニルイミダゾールとのコポリマー、ポリビニルオキサゾリドン、及びポリビニルイミダゾ
ール、又はこれらの混合物が挙げられるが、これらに限らない。好適な例としては、Ａｓ
ｈｌａｎｄ　ＡｑｕａｌｏｎのＰＶＰ－Ｋ１５、ＰＶＰ－Ｋ３０、ＣｈｒｏｍａＢｏｎｄ
　Ｓ－４００、ＣｈｒｏｍａＢｏｎｄ　Ｓ－４０３Ｅ、及びＣｈｒｏｍａｂｏｎｄ　Ｓ－
１００、並びにＢＡＳＦのＳｏｋａｌａｎ　ＨＰ１６５、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５０、Ｓ
ｏｋａｌａｎ　ＨＰ５３、Ｓｏｋａｌａｎ　ＨＰ５９、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ
　５６Ｋ、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＨＰ　６６が挙げられる。その他の好適なＤＴＩ
は、国際公開第２０１２／００４１３４号に記載されているようなものである。移染防止
剤は、対象とする組成物に存在する場合、組成物の約０．０００１重量％～約１０重量％
、約０．０１重量％～約５重量％又は更に約０．１重量％～約３重量％の濃度で存在して
もよい。
【０１７８】
　蛍光増白剤好ましくは、本発明の組成物は、１つ以上の蛍光増白剤を含む。本発明にお
いて有用である場合がある市販の光増白剤は、サブグループに分類することができ、スチ
ルベン、ピラゾリン、クマリン、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５
，５－ジオキシド、アゾール、５及び６員環の複素環、並びにその他の様々な作用剤の誘
導体が挙げられるが、これらに限らない。特に好ましい増白剤は、ナトリウム２（４－ス
チリル－３－スルホフェニル）－２Ｈ－ナフトール（napthol）［１，２－ｄ］トリアゾ
ール、ジナトリウム４，４’－ビス｛［（４－アニリノ－６－（Ｎメチル－Ｎ－２ヒドロ
キシエチル）アミノ１，３，５－トリアジン－２－イル）］アミノ｝スチルベン－２－２
－ジスルホネート、ジナトリウム４，４’－ビス｛［（４－アニリノ－６－モルホリノ－
１，３，５－トリアジン－２－イル）］アミノ｝スチルベン－２－２’ジスルホネート、
及びジナトリウム４，４’－ビス（２－スルホスチリル）ビフェニルから選択する。こう
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した増白剤の他の例は、「蛍光増白剤の保護及び用途（The Production and Application
 of Fluoresent Brightening Agent）」、Ｍ．Ｚａｈｒａｄｎｉｋ（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅ
ｙ　＆　Ｓｏｎｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９８２）により出版）に開示されている。本発
明の組成物に有用である光学的な増白剤の具体的な非限定例は、米国特許第４，７９０，
８５６号及び同第３，６４６，０１５号に特定されているものである。
【０１７９】
　好ましい増白剤は下記の構造を有する。
【０１８０】
【化４５】

【０１８１】
　好適な蛍光増白剤濃度には、低濃度としては約０．０１重量％、約０．０５重量％、約
０．１重量％、更には約０．２重量％、高濃度としては０．５重量％又は更に０．７５重
量％を含む。
【０１８２】
　一態様では、増白剤を粘土の上に充填して粒子を形成してもよい。
【０１８３】
　好ましい増白剤は、すべて又は大部分（典型的には少なくとも５０重量％、少なくとも
７５重量％、少なくとも９０重量％、少なくとも９９重量％）がα形結晶である。非常に
好ましい増白剤は、Ｃ．Ｉ．蛍光増白剤２６０、好ましくは下記の構造を有するものを含
む。
【０１８４】

【化４６】

【０１８５】
　これは、冷水、例えば３０～２５℃未満、又は更には２０℃の水によく溶解するので、
特に有用であり得る。
【０１８６】
　好ましくは増白剤は、微粉化粒子形状、最も好ましくは重量平均一次粒径が３～３０マ
イクロメートル、３マイクロメートル～２０マイクロメートル、又は３～１０マイクロメ
ートルの微粉化粒子形状で、本発明の組成物に組み込む。
【０１８７】
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　組成物は、β形結晶のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０を含んでもよく、（ｉ）α形結晶のＣ
．Ｉ．蛍光増白剤２６０の、（ｉｉ）β形結晶のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０に対する、重
量比は、少なくとも０．１又は少なくとも０．６であり得る。
【０１８８】
　ベルギー特許第６８０８４７号は、α形結晶のＣ．Ｉ．蛍光増白剤２６０の製造プロセ
スに関する。
【０１８９】
　ケイ酸塩本発明の組成物は、好ましくは、ケイ酸ナトリウム又はケイ酸カリウムなどの
ケイ酸塩も含んでよい。組成物は、０重量％～１０重量％未満、９重量％以下又は８重量
％以下又は７重量％以下又は６重量％以下又は５重量％以下又は４重量％以下又は３重量
％以下又は更には２重量％以下のケイ酸塩、好ましくは０重量％超又は５重量％以上、又
は更には１重量％以上のケイ酸塩を含み得る。好適なケイ酸塩は、ケイ酸ナトリウムであ
る。
【０１９０】
　分散剤本発明の組成物は好ましくは、分散剤も含む。好適な水溶性有機物質としては、
ホモポリマー又はコポリマーの酸又はそれらの塩が挙げられ、それらのうちのポリカルボ
ン酸は、互いに炭素原子２個を超えない程度に離れている少なくとも２個のカルボキシル
ラジカルを含む。
【０１９１】
　酵素安定剤本発明の組成物は好ましくは酵素安定剤を含む。例えば、カルシウム及び／
又はマグネシウムイオンを酵素に供給する、カルシウム及び／又はマグネシウムイオンの
水溶性供給源を、最終的な布地ケア製品及びホームケア製品に存在させることによって、
いずれの従来の酵素安定剤を用いてもよい。プロテアーゼを含む水性組成物の場合、ホウ
酸塩を含むホウ素化合物、若しくは好ましくは４－ホルミルフェニルボロン酸、フェニル
ボロン酸、及びこれらの誘導体、又はギ酸カルシウム、ギ酸ナトリウム、及び１，２－プ
ロパンジオールなどの化合物といった可逆的プロテアーゼ阻害剤を加えて、更に安定性を
向上させることができる。
【０１９２】
　溶媒系本発明の組成物における溶媒系は、水のみを含む溶媒系であることも、水を含ま
ないか又は好ましくは水を含む、有機溶媒の混合物であることもできる。好適な有機溶媒
には１，２－プロパンジオール、エタノール、グリセロール、ジプロピレンジグリコール
、メチルプロパンジオール、及びこれらの混合物が挙げられる。その他の低級アルコール
、モノエタノールアミン及びトリエタノールアミンなどのＣ１～Ｃ４アルカノールアミン
も使用できる。溶媒系は、例えば本発明の無水固形物の実施形態からの実施例のとおりに
無くてもよいが、より典型的には約０．１％～９８％の範囲の濃度で存在させてよく、好
ましくは少なくとも約１％～約５０％、より通常的には約５％～約２５％で存在する。
【０１９３】
　本発明のいくつかの実施形態では、本発明の組成物は、構造化液体の形状である。この
ような構造化液体は、内部を構造化し、それにより、一次成分（例えば界面活性剤物質）
によって構造体を形成させることも、並びに／又は、例えば増粘剤として用いるために、
二次成分（例えばポリマー、粘土、及び／若しくはケイ酸塩物質）を用いて三次元マトリ
ックス構造をもたらすことによって、外部を構造化することもできる。本組成物には、構
造剤を含ませてもよく、好ましくは、０．０１重量％～５重量％、０．１重量％２．０重
量％の構造剤を含み得る。好適な構造化剤の例は、米国特許出願公開第２００６／０２０
５６３１（Ａ１）号、米国特許出願公開第２００５／０２０３２１３（Ａ１）号、米国特
許第７２９４６１１号、米国特許第６８５５６８０号に示されている。構造化剤は典型的
には、ジグリセリド及びトリグリセリド、エチレングリコールジステアレート、微結晶セ
ルロース、セルロース系物質、微細繊維セルロース、Ｐｏｌｙｇｅｌ　Ｗ３０（３ＶＳｉ
ｇｍａ）のような疎水性変性アルカリ膨潤型エマルション、バイオポリマー、キサンタン
ガム、ジェランガム、硬化ヒマシ油、硬化ヒマシ油の誘導体（硬化ヒマシ油の非エトキシ
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ル化誘導体など）、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、特には、硬化ヒマシ
油、硬化ヒマシ油の誘導体、微細繊維セルロース、ヒドロキシ官能性結晶性物質、長鎖脂
肪アルコール、１２－ヒドロキシステアリン酸、粘土、及びこれらの混合物の群から選択
されたものである。好ましい構造化剤は、好適なヒドロキシ官能性結晶性物質を詳細に定
義している米国特許第６，８５５，６８０号に記載されている。好ましいものは、硬化ヒ
マシ油である。有用な構造化剤の例としては、が挙げられる。このような構造化剤は、あ
る範囲のアスペクト比を有する糸状構造化系を有する。他の好適な構造剤、及びそれらの
構造剤を作製するためのプロセスは、国際公開第２０１０／０３４７３６号に記載されて
いる。
【０１９４】
　本発明の組成物は、高融点脂肪族化合物を含んでもよい。本明細書において有用な高融
点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有し、脂肪族アルコール、脂肪酸、脂肪族アルコ
ール誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択される。そのような
低融点の化合物は、この項には含まれないものとする。高融点化合物の非限定的な例は、
国際化粧品原料辞典（International Cosmetic Ingredient Dictionary），第５版，（１
９９３年）、及びＣＴＦＡ化粧品原料ハンドブック（CTFA Cosmetic Ingredient Handboo
k），第２版，（１９９２年）に見出される。高融点脂肪族化合物が存在する場合、濡れ
た毛髪に塗布している間のツルツル感、乾いた髪における柔らかさ及びしっとり感のよう
なコンディショニング効果を向上させる観点から、高融点脂肪族化合物は好ましくは、本
発明の組成物に、本発明の組成物の０．１重量％～４０重量％、好ましくは１重量％～３
０重量％、より好ましくは１．５重量％～１６重量％、１．５重量％～８重量％の濃度で
含まれる。
【０１９５】
　カチオン性ポリマー本発明の組成物は、カチオン性ポリマーを含有してよい。本発明の
組成物におけるカチオン性ポリマーの濃度は、典型的には０．０５％～３％、別の実施形
態では０．０７５％～２．０％、更に別の実施形態では０．１％～１．０％の範囲である
。本発明の組成物の目的の用途のｐＨ（ｐＨは一般に、ｐＨ　３～ｐＨ　９の範囲、一実
施形態ではｐＨ　４～ｐＨ　８となる）において、好適なカチオン性ポリマーのカチオン
電荷密度は少なくとも０．５ｍｅｑ／ｇｍとなり、別の実施形態では少なくとも０．９ｍ
ｅｑ／ｇｍ、別の実施形態では少なくとも１．２ｍｅｑ／ｇｍ、更に別の実施形態では少
なくとも１．５ｍｅｑ／ｇｍとなるが、一実施形態では、７ｍｅｑ／ｇｍ未満、別の実施
形態では５ｍｅｑ／ｇｍ未満となる。本明細書においてポリマーの「カチオン電荷密度」
とは、ポリマーの分子量に対する、ポリマー上の正電荷数の比を指す。このような好適な
カチオン性ポリマーの平均分子量は、一般に１０，０００～１０，０００，０００、一実
施形態では、５０，０００～５，０００，０００、別の実施形態では１００，０００～３
，０００，０００となる。
【０１９６】
　本発明の組成物に用いるのに好適なカチオン性ポリマーは、第四級アンモニウムなどの
カチオン性窒素含有部分又はカチオン性プロトン化アミノ部分を含有する。カチオン性ポ
リマーに関連して、あらゆるアニオン性対イオンを使用することができるが、ポリマーが
、水、組成物、又は組成物のコアセルベート相に可溶性であり、また、対イオンが、組成
物の必須成分と物理的及び化学的に適合性があること、さもなければ製品の性能、安定性
、又は審美性を過度に損なわないことを条件とする。このような対イオンの非限定例とし
ては、ハロゲン化物（例えば、塩化物、フッ化物、臭化物、ヨウ化物）、サルフェート及
び硫酸メチルが挙げられる。
【０１９７】
　このようなポリマーの非限定例は、Ｅｓｔｒｉｎ、Ｃｒｏｓｌｅｙ及びＨａｙｎｅｓ編
の「ＣＴＦＡ化粧品原料辞典（CTFA Cosmetic Ingredient DictionAry）」、第３版，（
Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，Ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．（１９８２年））に記載さ
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れている。
【０１９８】
　組成物に使用するための他の好適なカチオン性ポリマーには、多糖類ポリマー、カチオ
ン性グアーガム誘導体、四級窒素含有セルロースエーテル、合成ポリマー、エーテル化セ
ルロースのコポリマー、グアー、及びデンプンが含まれる。使用される場合、本発明にお
けるカチオン性ポリマーは、組成物中で可溶性であるか、又は上述のカチオン性ポリマー
並びにアニオン性、両性、及び／又は双極性イオン性界面活性剤成分によって形成された
組成物中の複合コアセルベート相中で可溶性であるかのいずれかである。カチオン性ポリ
マーの複合コアセルベートはまた、本組成物中の他の帯電物質によっても形成され得る。
【０１９９】
　好適なカチオン性ポリマーは、米国特許第３，９６２，４１８号、米国特許第３，９５
８，５８１号、及び米国特許出願公開第２００７／０２０７１０９（Ａ１）号に記載され
ている。
【０２００】
　非イオン性ポリマー本発明の組成物は、非イオン性ポリマーをコンディショニング剤と
して含んでもよい。分子量が１０００を超えるポリアルキレングリコールが本発明におい
て有用である。以下の一般式を有するものが有用である。
【０２０１】
【化４７】

　（式中、Ｒ９５は、Ｈ、メチル、及びこれらの混合物からなる群から選択する。）コン
ディショニング剤、及び特にシリコーンが組成物に含まれてもよい。本発明の組成物に有
用なコンディショニング剤は、典型的には、乳化液体粒子を形成する非水溶性の水分散性
不揮発性液体を含む。本組成物に用いるのに好適なコンディショニング剤は、一般にシリ
コーン（例えば、シリコーンオイル、カチオン性シリコーン、シリコーンガム、屈折率の
高いシリコーン、及びシリコーン樹脂）、有機コンディショニングオイル（例えば、炭化
水素油、ポリオレフィン、及び脂肪酸エステル）若しくはこれらの組み合わせとして特徴
付けられるコンディショニング剤、又はさもなければ本明細書の水性界面活性剤マトリッ
クス中に液状の分散した粒子を形成するコンディショニング剤である。これらのコンディ
ショニング剤は、組成物の必須成分と物理的及び化学的に適合すべきであり、さもなけれ
ば過度に製品の安定性、審美性、又は性能を損なうべきではない。
【０２０２】
　組成物中のコンディショニング剤の濃度は、所望のコンディショニング利益を提供する
ために十分であるべきである。このような濃度は、コンディショニング剤、所望のコンデ
ィショニング性能、コンディショニング剤粒子の平均粒径、その他の成分の種類及び濃度
、並びにその他の同様の要因により様々であり得る。
【０２０３】
　シリコーンコンディショニング剤の濃度は、典型的には、約０．０１％～約１０％の範
囲に及ぶ。好適なシリコーンコンディショニング剤、及びシリコーン用の任意の懸濁化剤
の非限定例は、米国再発行特許第３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、米
国特許第５，１０６，６０９号、米国特許第４，１５２，４１６号、米国特許第２，８２
６，５５１号、米国特許第３，９６４，５００号、米国特許第第４，３６４，８３７号、
米国特許第６，６０７，７１７号、米国特許第６，４８２，９６９号、米国特許第５，８
０７，９５６号、米国特許第５，９８１，６８１号、米国特許第６，２０７，７８２号、
米国特許第７，４６５，４３９号、米国特許第７，０４１，７６７号、米国特許第７，２
１７，７７７号、米国特許出願第２００７／０２８６８３７（Ａ１）号、米国特許出願第
２００５／００４８５４９（Ａ１）号、米国特許出願第２００７／００４１９２９（Ａ１
）号、英国特許第８４９，４３３号、ドイツ特許第１００３６５３３号（これらは全て参
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照により本明細書に組み込まれる）、「シリコーンの化学及び技術（Chemistry and Tech
nology of Silicones）」（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ（１９６
８））、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃのシリコーンゴム製品データシートＳＥ　３
０、ＳＥ　３３、ＳＥ　５４、及びＳＥ　７６、Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ，
Ｐｅｔｒａｒｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．（１９８４）、並びに「高分子科学及び工
学百科事典（Encyclopedia of Polymer Science and Engineering）」（ｖｏｌ．１５，
２ｄ　ｅｄ．，ｐｐ　２０４～３０８，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．
（１９８９））に記載されている。
【０２０４】
　有機コンディショニング油本発明の組成物はまた、コンディショニング剤として、単独
で又はシリコーン（本明細書に記載される）などの他のコンディショニング剤と組み合わ
せて、約０．０５％～約３％の少なくとも１つの有機コンディショニング油を含み得る。
好適なコンディショニング油には、炭化水素油、ポリオレフィン及び脂肪酸エステルが挙
げられる。Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｏｍｐａｎｙの米国特許第５，６７４
，４７８号及び米国特許第５，７５０，１２２号に記載のコンディショニング剤も、本明
細書の組成物への使用に好適である。同様に本明細書で使用するのに好適であるのは、米
国特許第４，５２９，５８６号、米国特許第４，５０７，２８０号、米国特許第４，６６
３，１５８号、米国特許第４，１９７，８６５号、米国特許第４，２１７、９１４号、米
国特許第４，３８１，９１９号、及び米国特許第４，４２２、８５３号に記載されている
コンディショニング剤である。
【０２０５】
　衛生剤本発明の組成物には、リシノール酸亜鉛、チモール、Ｂａｒｄａｃ（登録商標）
などの四級アンモニウム塩、ポリエチレンイミン（ＢＡＳＦのＬｕｐａｓｏｌ（登録商標
）など）、及びその亜鉛錯体、銀及び銀化合物、特に、Ａｇ＋又はナノ銀分散体をゆっく
り放出するように設計されているもののうちの１つ以上など、衛生及び／又は消臭効果を
もたらすための成分を含ませてもよい。
【０２０６】
　プロバイオティクス本発明の組成物は、国際公開第２００９／０４３７０９号に記載さ
れるものなどのプロバイオティクスを含んでよい。
【０２０７】
　増泡剤高い起泡性が望まれる場合、本発明の組成物には好ましくは増泡剤を含ませても
よい。好適な例はＣ１０～Ｃ１６アルカノールアミド又はＣ１０～Ｃ１４アルキルサルフ
ェートであり、これらは好ましくは１％～１０％の濃度で組み込まれる。Ｃ１０～Ｃ１４
モノエタノール及びジエタノールアミドは、このような増泡剤の典型的な種類の例である
。上述の、アミンオキシド、ベタイン及びスルタインなどの高起泡補助界面活性剤を含む
泡促進剤を使用することも有益である。所望される場合、ＭｇＣｌ２、ＭｇＳＯ４、Ｃａ
Ｃｌ２、ＣａＳＯ４などのような水溶性マグネシウム及び／又はカルシウム塩を典型的に
は０．１％～２％の濃度で加えて、更なる起泡をもたらすとともに、グリース除去性能を
増強することができる。
【０２０８】
　抑泡剤泡の形成を低減又は抑制する化合物を本発明の組成物に組み込んでもよい。泡の
抑制は、米国特許第４，４８９，４５５号、及び米国特許第４，４８９，５７４号に記載
されているようないわゆる「高濃度洗浄プロセス」、並びにフロントローディング式洗濯
機において特に重要となり得る。抑泡剤として多種多様な材料を使用してよく、抑泡剤は
当業者には周知である。例えば、「カーク・オスマー工業化学百科事典（Kirk Othmer En
cyclopedia of Chemical Technology）」（第３版、第７巻、第４３０頁～第４４７頁（
Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，１９７９））を参照のこと。抑泡剤の
例としては、モノカルボン脂肪酸及びその可溶性塩、パラフィンなどの高分子量炭化水素
、脂肪酸エステル（例えば脂肪酸トリグリセリド）、一価アルコールの脂肪酸エステル、
脂肪族Ｃ１８～Ｃ４０ケトン（例えばステアロン）、Ｎ－アルキル化アミノトリアジン、
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ワックス状炭化水素（好ましくは融点が約１００℃未満）、シリコーン抑泡剤、及び二級
アルコールが挙げられる。抑泡剤は、米国特許第２，９５４，３４７号、米国特許第４，
２６５，７７９号、米国特許第４，２６５，７７９号、米国特許第３，４５５，８３９号
、米国特許第３，９３３，６７２号、米国特許第４，６５２，３９２号、米国特許第４，
９７８，４７１号、米国特許第４，９８３，３１６号、米国特許第５，２８８，４３１号
、米国特許第４，６３９，４８９号、米国特許第４，７４９，７４０号、及び米国特許第
４，７９８，６７９号、米国特許第４，０７５，１１８号、欧州特許出願第８９３０７８
５１．９号、欧州特許第１５０，８７２号、並びにドイツ公開第２，１２４，５２６号に
記載されている。
【０２０９】
　自動洗濯機で使用されるべき任意の洗剤組成物について、泡は、それらが洗濯機から溢
流する程度まで生成されるべきでない。使用する場合、抑泡剤は、好ましくは「抑泡量」
で存在する。「抑泡量」によって、自動洗濯機で使用する際に、低起泡性洗濯洗剤となる
ように配合者が選択できる、起泡を十分に制御するような抑泡剤量を意味する。本発明の
組成物は一般に、０％～１０％の抑泡剤を含むことになる。モノカルボン脂肪酸及びその
中の塩は、抑泡剤として用いる場合、典型的には最大で洗剤組成物の５重量％の量で存在
することになる。好ましくは、０．５％～３％の脂肪族モノカルボキシレート抑泡剤を用
いる。シリコーン抑泡剤は典型的には、最大で洗剤組成物の２．０重量％の量で用いるが
、もっと多い量で用いてもよい。モノステアリルホスフェート抑泡剤は一般に、本発明の
組成物の０．１重量％～２重量％の範囲の量で用いる。炭化水素抑泡剤は典型的には、０
．０１％～５．０％の量で用いられるが、もっと高濃度で用いることもできる。アルコー
ル系抑泡剤は、典型的には、完成した組成物の０．２％～３重量％で使用される。
【０２１０】
　真珠光沢剤国際公開第２０１１／１６３４５７号に記載されているものなどの真珠光沢
剤を本発明の組成物に組み込んでもよい。
【０２１１】
　香料好ましくは、本発明の組成物は香料を、好ましくは０．００１～３重量％、最も好
ましくは０．１～１重量％の範囲で含む。ＣＴＦＡ（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒ
ｙ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）１９９２　Ｉｎｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｂｕｙｅｒｓ　Ｇｕｉｄｅ（ＣＦＴＡ　Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ刊）、
及びＯＰＤ　１９９３「化学物質購入者辞典８０周年記念版（Chemicals Buyers Directo
ry 80th Annual Edition）」（Ｓｃｈｎｅｌｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．刊）に、
香料の好適な例が数多く示されている。複数、例えば４個、５個、６個、７個、又はそれ
以上の香料成分が本発明の組成物に存在するのが一般的である。香料混合物においては、
好ましくは１５～２５重量％がトップノートである。トップノートは、Ｐｏｕｃｈｅｒ（
Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｃｈｅｍｉ
ｓｔｓ　６（２）：８０［１９９５］）によって定義されている。好ましいトップノート
としては、ローズオキシド、シトラスオイル、リナリルアセテート、ラベンダー、リナロ
オール、ジヒドロミルセノール、及びシス－３－ヘキサノールが挙げられる。
【０２１２】
　パッケージ従来のあらゆるパッケージを用いてよく、本発明に不可欠な染料の色によっ
てもたらされたり、又はこの染料の色に寄与したりできる製品の色を消費者が見ることが
できるように、パッケージは全体的又は部分的に透明であってもよい。パッケージの一部
又は全部に、ＵＶ吸収化合物を含有させてもよい。
【０２１３】
　組成物を作製する方法
　本発明の組成物は、上記のとおり、いずれかの有用な形状であってよい。本発明の組成
物は、配合者が選択したいずれかのプロセスによって作製することができ、このプロセス
の非限定例は、本発明の実施例、並びに、米国特許第４，９９０，２８０号、米国特許出
願公開第２００３００８７７９１（Ａ１）号、米国特許出願公開第２００３００８７７９



(54) JP 5911996 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

０（Ａ１）号、米国特許出願公開第２００５０００３９８３（Ａ１）号、米国特許出願公
開第２００４００４８７６４（Ａ１）号、米国特許第４，７６２，６３６号、米国特許第
６，２９１，４１２号、米国特許出願公開第２００５０２２７８９１（Ａ１）号、欧州特
許第１０７０１１５（Ａ２）号、米国特許第５，８７９，５８４号、米国特許第５，６９
１，２９７号、米国特許第５，５７４，００５号、米国特許第５，５６９，６４５号、米
国特許第５，５６５，４２２号、米国特許第５，５１６，４４８号、米国特許第５，４８
９，３９２号、米国特許第５，４８６号に記載されている。
【０２１４】
　本発明のランドリーケア組成物は、液体の形状である場合に、水性（典型的には２重量
％超、又は更には５若しくは１０重量％超の総水量、最大で９０又は最大で８０重量％若
しくは７０重量％の総水量）であっても、非水性（典型的には２重量％未満の総含水量）
であってもよい。典型的には、本発明の組成物は、界面活性剤、シェーディング染料、及
び特定の任意のその他の成分の水溶液又は均一な分散液若しくは懸濁液の形状となり、こ
れらの成分の一部は通常固体の形状であってもよく、本発明の組成物の通常液体の成分（
非イオン性液体アルコールエトキシレート、水性液体基剤、及びその他のいずれかの通常
液体の成分など）と組み合わせた成分である。このような溶液、分散液、又は懸濁液は、
許容可能な相安定性を有する。本発明のランドリーケア組成物が液体形状の場合、好まし
くはその粘度は、２０ｓ－１及び２１℃において１～１５００センチポアズ（１～１５０
０ｍＰａ＊ｓ）、より好ましくは１００～１０００センチポアズ（１００～１０００ｍＰ
ａ＊ｓ）、及び最も好ましくは２００～５００センチポアズ（２００～５００ｍＰａ＊ｓ
）である。粘度は、従来の方法によって判定することができる。粘度は、ＴＡ　ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔｓのレオメーターＡＲ　５５０を用いて、直径４０ｍｍ及び間隙サイズ５０
０μｍのプレートスチールスピンドルを用いて測定してよい。２０ｓ－１における高剪断
粘度及び０．０５－１における低剪断粘度は、２１℃で３分における対数剪断速度掃引０
．１－１～２５－１にて得られる。本明細書に記載される好ましいレオロジーは、内部に
存在する洗剤成分による構造化を使用して、又は外的レオロジー変性剤を用いることによ
って、達成することができる。より好ましくは、本発明のランドリーケア組成物（洗剤液
体組成物など）の高せん断速度粘度は約１００センチポアズ～１５００センチポアズ、よ
り好ましくは１００～１０００ｃｐｓである。１回分分包型ランドリーケア組成物（液体
洗剤組成物など）の高せん断速度粘度は４００～１０００ｃｐｓである。ランドリー柔軟
化組成物などのランドリーケア組成物の高せん断速度粘度は典型的には１０～１０００、
より好ましくは１０～８００ｃｐｓ、最も好ましくは１０～５００ｃｐｓである。食器手
洗い組成物の高せん断速度粘度は３００～４０００ｃｐｓ、より好ましくは３００～１０
００ｃｐｓである。
【０２１５】
　本発明の液体組成物、好ましくは本発明の液体洗剤組成物は、その成分をいずれかの従
来の順番で組み合わせ、得られた成分の組み合わせを混合、例えば攪拌して、相安定性液
体洗剤組成物を形成することによって調製することができる。そのような組成物を調製す
るプロセスでは、液体成分、例えば、非イオン性界面活性剤、非界面活性液体基剤及びそ
の他の任意の液体成分の、少なくとも大部分、更には実質的にすべてを含有する液体マト
リックスは、液体成分に剪断力による撹拌を加え十分に混合することにより形成される。
例えば、機械撹拌器での高速撹拌が有用に使用される。剪断力撹拌が維持される間に、任
意のアニオン性界面活性剤及び固体形態成分の実質的にすべてを加えることができる。混
合物の撹拌を継続し、必要ならばその時点で撹拌量を増加させ、液相中に不溶性固相粒子
の溶液又は均一分散を形成する。固体形態の物質のいくらか又は全てがこの撹拌混合物に
添加された後、包含されるべき任意の酵素物質の粒子、例えば、酵素プリルが組み込まれ
る。以上で記載した組成物調製法の変形として、１つ以上の液体成分の微量成分部分と予
混合した粒子の溶液又はスラリーとして、１つ以上の固形成分を撹拌混合物に添加してよ
い。すべての組成物成分を添加した後、混合物の撹拌は、必要な粘度及び相安定度特性を
有する組成物を形成するのに充分な時間継続される。しばしば、これには約３０分～６０
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分間の撹拌を伴う。
【０２１６】
　本発明の液体組成物を形成する一態様では、まず染料を１つ以上の液体成分と組み合わ
せて染料プレミックスを形成し、かなりの割合、例えば５０重量％超、より具体的には７
０重量％超、更に具体的には９０重量％超の洗濯洗剤組成物の成分の残部を含む組成物配
合物に、この染料プレミックスを加える。例えば、上記の方法においては、成分添加の最
終段階で、染料プレミックス及び酵素成分の双方を加える。別の態様では、洗剤組成物に
加える前に染料を封入し、この封入染料を構造化液体に懸濁し、洗濯洗剤組成物の成分の
残部のかなりの割合を含む組成物配合物に、この懸濁液を加える。
【０２１７】
　パウチ本発明の好ましい実施形態では、本発明の組成物は、１回分分包型形状、タブレ
ット形状、又は好ましくは水溶性フィルム（パウチ若しくはポッドとして知られているも
の）内に入った液体／固体（任意に顆粒）／ゲル／ペーストの形状のいずれかで提供する
。本発明の組成物は、単区画又は多区画型パウチに封入できる。多区画パウチは、欧州特
許第２１３３４１０（Ａ）号により詳細に記載される。本発明の組成物が多区画型パウチ
内に存在する場合、本発明の組成物は１つ又は２つ以上の区画内に存在してよく、すなわ
ち、染料は１つ以上の区画、任意にすべての区画に存在してよい。非シェーディング染料
若しくは顔料、又はその他の審美剤も１つ以上の区画で用いてよい。一実施形態では、本
発明の組成物は、多区画型パウチの単一の区画に存在する。
【０２１８】
　パウチを形成するための好適なフィルムは水溶性又は水分散性であり、好ましくは、そ
の水溶性／分散性は、最大孔径２０マイクロメートルのガラスフィルターを用いて、下に
示されている方法によって測定した場合、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５
％、又は更には少なくとも９５％である。
【０２１９】
　５０グラム±０．１グラムのパウチ材料が、予め秤量された４００ｍＬビーカー内に入
れられ、２４５ｍＬ±１ｍＬの蒸留水が加えられる。これを、６００ｒｐｍに設定した磁
性撹拌器にて３０分間激しく撹拌する。続いて、その混合物を、上で定義した孔径（最大
２０マイクロメートル）の、折り畳んだ定性焼結ガラスフィルターに通して濾過する。回
収した濾液からいずれかの従来法によって水を乾燥させ、残った材料の重量を測定する（
これが溶解又は分散画分である）。その後、溶解度（％）又は分散度（％）を計算するこ
とができる。好ましいフィルム材はポリマー材である。フィルム材は、例えば、当該技術
分野において既知のように、ポリマー材をキャスティング、吹込成形、押出成形、又は吹
込押出成形することによって得ることができる。パウチ材料として使用するのに好適な好
ましいポリマー、コポリマー又はそれらの誘導体は、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン、ポリアルキレンオキシド、アクリルアミド、アクリル酸、セルロース、セル
ロースエーテル、セルロースエステル、セルロースアミド、ポリビニルアセテート、ポリ
カルボン酸及び塩、ポリアミノ酸又はペプチド、ポリアミド、ポリアクリルアミド、マレ
イン酸／アクリル酸のコポリマー、デンプン及びゼラチンを包含する多糖類、キサンタン
及びカラゴム（carragum）などの天然ゴムから選択される。より好ましいポリマーは、ポ
リアクリレート及び水溶性アクリレートコポリマー、メチルセルロース、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム、デキストリン、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、マルトデキストリン、ポリメタクリレートか
ら選択され、最も好ましくは、ポリビニルアルコール、ポリビニルアルコールコポリマー
及びヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、並びにこれらの組み合わせから
選択される。好ましくは、パウチ材料中のポリマー、例えばＰＶＡポリマーの濃度は、少
なくとも６０％である。ポリマーは、任意の重量平均分子量を有することができるが、好
ましくは約１０００～１，０００，０００、より好ましくは約１０，０００～３００，０
００、更により好ましくは約２０，０００～１５０，０００である。ポリマーの混合物も
また、パウチ材料として使用することができる。これは、その用途及び必要とされるニー
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ズに応じて、区画又はパウチの機械特性及び／又は溶解特性を制御するのに有益であり得
る。好適な混合物には、例えば、１つのポリマーが別のポリマーよりも高い水溶性を有し
、及び／又は１つのポリマーが別のポリマーよりも高い機械強度を有する混合物が挙げら
れる。同様に好適なものは、異なる重量平均分子量を有するポリマーの混合物、例えば、
重量平均分子量が約１０，０００～４０，０００、好ましくは２０，０００前後のＰＶＡ
又はそのコポリマーと、重量平均分子量が約１００，０００～３００，０００、好ましく
は１５０，０００前後のＰＶＡ又はそのコポリマーとの混合物である。同様に本明細書で
好適なものは、例えば、ポリラクチドとポリビニルアルコールとを混合することによって
得られ、典型的には約１～３５重量％のポリラクチドと約６５重％～９９重量％のポリビ
ニルアルコールとを含む、ポリラクチド及びポリビニルアルコールなどの、加水分解によ
って分解可能でありかつ水溶性のポリマーブレンドを含む、ポリマーブレンド組成物であ
る。本明細書での使用に好ましいポリマーは、材料の溶解特性を改善するために約６０％
～約９８％加水分解された、好ましくは約８０％～約９０％加水分解されたポリマーであ
る。
【０２２０】
　当然のことながら、異なるフィルム材及び／又は異なる厚さのフィルムもまた、本発明
の区画を作製するために選択できる。異なるフィルムを選択した場合、得られる区画が、
異なる溶解度特性、すなわち放出特性を示し得るという利点が存在する。
【０２２１】
　最も好ましいフィルム材料は、ＭｏｎｏＳｏｌ照会番号Ｍ８６３０、Ｍ８９００、Ｈ８
７７９（出願者らの同時継続出願照会番号４４５２８及び１１５９９に記載）として公知
のＰＶＡフィルム、並びに米国特許第６　１６６　１１７号及び同第６　７８７　５１２
号に記載のＰＶＡフィルム、並びに相当する溶解度及び変形特性を有するＰＶＡフィルム
である。
【０２２２】
　また、本明細書のフィルム材料には、１つ以上の添加剤成分を含有させてもよい。例え
ば、可塑剤、例えばグリセロール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ソルビトール、及びこれらの混合物を添加することは有益であり得る。
他の添加剤としては、洗浄水に送達されることになる機能的洗剤添加剤、例えば有機ポリ
マー分散剤などが挙げられる。
【０２２３】
　水溶性パウチを製造する方法
　パウチ形状の本発明の組成物は、いずれかの好適な設備及び方法を用いて作製してよい
。しかしながら、好ましくは多区画パウチは水平的な形成充填プロセスを用いて作製され
る。好ましくはフィルムを濡らし、より好ましくは加熱して、展延性を上昇させる。更に
より好ましくは、方法にはまた、好適な型にフィルムを引き入れるための真空の使用を含
む。型の中にフィルムを引き入れる真空は、フィルムを表面の水平部分上に置いてすぐに
、０．２秒～５秒間、好ましくは０．３秒～３秒間、又は更により好ましくは０．５秒～
１．５秒間適用することができる。この真空は、好ましくは、それが－１０ｋＰａ～－１
００ｋＰａ（－１００ミリバール～－１０００ミリバール）、又は更には－２０ｋＰａ～
－６０ｋＰａ（－２００ミリバール～－６００ミリバール）の負圧をもたらすようなもの
であってもよい。
【０２２４】
　パウチを作製する型は、必要とされるパウチ寸法に応じる任意の外形、長さ、幅及び深
さであってよい。型はまた、所望するならば大きさ及び外形が互いに異なっていてもよい
。例えば、最終パウチの容積が、５ｍＬ～３００ｍＬ、又は更には１０ｍＬ～１５０ｍＬ
、又は更には２０ｍＬ～１００ｍＬの間であることが好ましい場合があり、この場合、型
の大きさはそれに応じて調節する。
【０２２５】
　熱成形として一般的に既知であるプロセスで、任意の方法により、フィルムに熱を印加
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できる。例えば、フィルムは、表面上に供給する前に、又は表面上に供給してすぐに加熱
要素の下あるいは熱風の中を通過させることで直接加熱できる。別の方法としては、例え
ば、表面を加熱するか、あるいは熱した物品をフィルム上に適用することにより、フィル
ムを間接的に加熱することもできる。最も好ましくは、フィルムは赤外光を用いて加熱さ
れる。フィルムを、好ましくは５０～１２０℃、又は更に６０～９０℃の温度まで加熱す
る。別の方法としては、例えば湿潤剤（水、フィルム材料又はフィルム材料の可塑剤の溶
液を含む）を表面上に供給する前にフィルム上にスプレーするか、又は表面上に１回スプ
レーすることにより直接的に、あるいは表面を濡らすか又はフィルム上に濡れた物体を当
てることにより間接的に任意の手段によりフィルムを濡らすことができる。
【０２２６】
　粉末を含むパウチの場合、（ａ）パウチ形成中におけるフィルム欠陥の可能性、例えば
、フィルムの伸長速度が速すぎる場合にフィルムの破裂を引き起こすフィルム欠陥が発生
し得る可能性を低減する、（ｂ）例えば、漂白剤を含む粉末の場合の酸素形成などの、パ
ウチに入れた製品に由来するいずれの気体も放出可能にする、及び／又は（ｃ）香料の連
続放出を可能にするという多くの理由から、フィルムをピンで刺すことは有益である。加
えて、熱及び／又は湿潤が用いられる場合には、ピンでの突刺は、真空の使用前、使用中
、又は使用後に、好ましくは真空の適用中又は適用前に使用され得る。したがって、本明
細書においてより詳細に記載されるように、各型が、システムに接続された１つ以上の孔
を含み、この１つ以上の孔は、これらの孔を通じて孔の上のフィルムに真空を提供できる
ことが好ましい。
【０２２７】
　フィルムは、加熱／湿潤させてすぐに、適切な型の中に好ましくは真空を用いて引き入
れる。成形フィルムの装填は、物を装填（移動）するための任意の既知の方法により実行
できる。最も好ましい方法は、製品形態及び必要とされる充填速度によって決まる。好ま
しくは、成形フィルムをインライン充填技術により充填する。次に、装填され、未だ口の
開いているパウチを、任意の好適な方法により第２のフィルムを用いて閉じる。好ましく
は、この工程はまた、水平位置で、連続的に、一定の動作で実行される。好ましくは閉鎖
は、開放パウチのウェブを覆って及びその上に第２の材料又はフィルム、好ましくは水溶
性フィルムを連続的に供給し、次いで好ましくは第１のフィルムと第２のフィルムを共に
、典型的には鋳型の間、したがってパウチの間の領域で封止することにより行われること
が好ましい。
【０２２８】
　好ましい封止方法としては、熱封止、溶媒溶接、及び溶媒封止又は湿潤封止が挙げられ
る。封止を形成することになる領域のみを熱又は溶剤により処理するのが好ましい。熱又
は溶剤は、いずれかの方法により、好ましくは閉鎖材料の上に、好ましくは封止を形成す
ることになる区域の上のみに適用することができる。溶剤若しくは湿潤封止又は溶着が使
用される場合、熱もまた適用されることが好ましい場合がある。好ましい湿式又は溶剤封
止／溶着方法には、溶剤を鋳型間、又は閉鎖材料上に、例えばこれをこれらの領域上に噴
霧又は印刷することにより選択的に適用すること、次いで圧力をこれらの領域に適用して
封止を形成することが挙げられる。例えば上記のようなシーリングロール及びベルト（任
意に熱も提供する）が使用され得る。
【０２２９】
　次いで、作製したパウチを切断装置によって切り出してもよい。切り出しは任意の既知
の方法を用いて行うことができる。切り出しはまた、連続方式で、並びに好ましくは一定
速度で及び好ましくは水平位置にある間に行うことが好ましい場合がある。切断装置は、
例えば鋭利な物品又は加熱した物品であってよく、それによって後者の場合には、加熱し
た物品はフィルム／封止領域を「焼き」落とす。
【０２３０】
　多区画パウチの異なる区画を、サイドバイサイドスタイルで一緒に作製してもよく、こ
の場合、連続したパウチは切断されない。あるいは、区画を別々に作製してもよい。この



(58) JP 5911996 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

プロセス及び好ましい構成に従って、パウチは以下の工程を含むプロセスによって作製さ
れる。
　ａ）（上記したように）第１の区画を形成する工程と、
　ｂ）工程（ａ）で作製した閉鎖区画の一部又は全ての内部にくぼみを形成して、上記の
第１の区画上に重ね合わせられる第２の成形区画を作製する工程と、
　ｃ）第３のフィルムを用いて、前記第２の区画を充填し、閉じる工程と、
　ｄ）第１、第２及び第３のフィルムを封止する工程と、
　ｅ）フィルムを切断して多区画パウチを作製する工程と、を含む。
【０２３１】
　工程ｂで形成される前記くぼみは、好ましくは、工程ａ）で作製された区画に真空を適
用することによって得られる。
【０２３２】
　別の方法としては、本明細書に参照として組み込まれる、我々の同時係属出願欧州特許
第０８１０１４４２．５号に記載されるように、第２の及び場合により第３の区画を別個
の工程で作製し、次いで第１の区画と組み合わせることもできる。特に好ましいプロセス
は、
　ａ）第１の形成機械に第１のフィルムを用いて、所望により熱及び／又は真空を使用し
て第１の区画を形成する工程と、
　ｂ）かかる第１の区画に第１の組成物を充填する工程と、
　ｃ）第２の形成機械において、所望により熱及び真空を用い第２のフィルムを変形させ
て、第２の及び所望により第３の成形区画を作製する工程と、
　ｄ）第２の及び所望により第３の区画を充填する工程と、
　ｅ）第３のフィルムを用いて第２の及び所望により第３の区画を封止する工程と、
　ｆ）封止した第２の及び所望により第３の区画を、第１の区画上に配置する工程と、
　ｇ）第１の、第２の及び所望により第３の区画を封止する工程と、
　ｈ）フィルムを切り出して多区画パウチを作製する工程と、を含む。
【０２３３】
　第１の及び第２の形成機械は、上記のプロセスを実施するための適合性に基づいて選択
される。好ましくは第１の形成機械は水平式の形成機である。好ましくは第２の形成機械
は回転ドラム式形成機械であり、好ましくは第１の形成機械上に配置される。
【０２３４】
　適切な供給ステーションの使用により、様々な異なる若しくは独特の組成物、及び／又
は異なる若しくは独特の液体、ゲル又はペースト組成物を組み込む、多区画パウチが作製
可能であることは更に理解されるであろう。
【０２３５】
　固体形状上述のように、本発明のランドリーケア組成物は固体形状であってよい。好適
な固体形態は、錠剤形態及び粒子状形態、例えば、粒状粒子、フレーク、又はシートを含
む。そのような固体形態の洗剤組成物を形成する様々な技術は当該技術分野において周知
であり、本明細書で使用されてよい。一態様では、例えば、本発明の組成物が顆粒状粒子
の形状の場合、染料は粒子形状で提供され、任意に、洗濯洗剤組成物の追加の成分（ただ
し全部ではない）を含む。染料粒子は、洗濯洗剤組成物の成分の残部を含む１つ以上の追
加の粒子と組み合わせる。更に、任意に洗濯洗剤組成物の追加の成分（ただし全部ではな
い）を含む染料は、封入形状で提供してよく、シェーディング染料封入材は、洗濯洗剤組
成物の成分の実質的な残部を含む粒子と組み合わせられる。染料／効果剤を本発明のラン
ドリーケア組成物に組み込むための好適なプレミックス粒子は、例えば国際公開第２０１
０／０８４０３９号、国際公開第２００７／０３９０４２号、国際公開第２０１０／０２
２７７５号、国際公開第２００９／１３２８７０号、国際公開第２００９／０８７０３３
号、国際公開第２００７／００６３５７号、国際公開第２００７／０３９０４２号、国際
公開第２００７／０９６０５２号、国際公開第２０１１／０２０９９１号、国際公開第２
００６／０５３５９８号、国際公開第２００３／０１８７４０号、及び国際公開第２００
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３／０１８７３８号に記載されている。
【０２３６】
　使用方法上記のように調製した本発明の組成物を用いて、布地の洗濯／処理で用いる水
性洗浄／処理溶液を形成することができる。一般に、このような組成物の有効量を水、例
えば従来の自動布地用洗濯機中の水に加えて、その水性洗濯溶液を形成させる。続いて、
このようにして形成した水性洗浄溶液を、典型的には攪拌下で、その溶液で洗濯／処理す
る布地と接触させる。水に添加することで水性洗濯溶液を形成する、本明細書の有効量の
液体洗剤組成物は、水性洗浄溶液中約５００～７，０００ｐｐｍの組成物、又は水性洗浄
溶液に提供される約１，０００～３，０００ｐｐｍの本明細書の洗剤組成物を形成するの
に十分な量を構成し得る。
【０２３７】
　典型的には、洗浄液は、洗浄液中のランドリーケア組成物の濃度が０ｇ／Ｌ超～５ｇ／
Ｌ、又は１ｇ／Ｌ～４．５ｇ／Ｌ、４．０ｇ／Ｌ、３．５ｇ／Ｌ、３．０ｇ／Ｌ、２．５
ｇ／Ｌ、更には２．０ｇ／Ｌ、若しくは更には１．５ｇ／Ｌとなるように、ランドリーケ
ア組成物を洗浄水と接触させることによって形成させる。布地又は繊維製品を洗濯する方
法は、トップローディング式又はフロントローディング式自動洗濯機で行うことも、手洗
い洗濯用途で用いることもできる。これらの用途では、形成される洗浄溶液、及び洗浄溶
液中の洗濯洗剤組成物の濃度は、主要洗浄サイクルのものである。洗浄溶液の容積を決定
する際には、いずれの任意選択的なすすぎ工程中の、いずれの水の投入量も、含まれるこ
とはない。
【０２３８】
　洗浄溶液は、４０リットル以下の水、又は３０リットル以下、又は２０リットル以下、
又は１０リットル以下、又は８リットル以下、又は更に６リットル以下の水を含み得る。
洗浄溶液は、０超～１５リットル、又は２リット以上かつ１２リットル以下、又は更に８
リットル以下の水を含み得る。典型的には、洗浄液１リットル当たり、０．０１ｋｇ～２
ｋｇの布地が、その洗浄液中に投与される。典型的には、洗浄溶液１リットル当たり、０
．０１ｋｇ以上、又は０．０５ｋｇ以上、又は０．０７ｋｇ以上、又は０．１０ｋｇ以上
、又は０．１５ｋｇ以上、又は０．２０ｋｇ以上、又は０．２５ｋｇ以上の布地が、その
洗浄溶液中に投与される。所望により、５０ｇ以下、４５ｇ以下、又は４０ｇ以下、又は
３５ｇ以下、又は３０ｇ以下、又は２５ｇ以下、又は２０ｇ以下、又は更に１５ｇ以下、
又は更に１０ｇ以下の本組成物を水に接触させて、洗浄溶液を形成する。こうした組成物
は、典型的には溶液中で約５００ｐｐｍ～約１５，０００ｐｐｍの濃度で使用される。洗
浄溶媒が水であるとき、水温は、典型的には、約５℃～約９０℃であり、部位が布地を含
むとき、水と布地との割合は、典型的には、約１：１～約３０：１である。典型的には、
本発明のランドリーケア組成物を含む洗浄液のｐＨは３～１１．５である。
【０２３９】
　一態様では、前記表面又は布地を任意に洗浄及び／又はすすぐ工程、前記表面又は布地
を、本明細書に開示されているいずれかの組成物と接触させてから、前記表面又は布地を
任意に洗浄及び／又はすすぐ工程、を含む方法が開示され、このような方法は所望により
乾燥工程を伴う。
【０２４０】
　このような表面又は布地を乾燥させることは、家庭環境又は工業環境のいずれかで採用
される、一般的な手段のうちの任意の１つにより実行することができる。布地は、通常の
消費者又は機関による使用条件で洗濯できるいずれの布地も含んでよく、本発明は、特に
ポリエステル及びナイロンなどの合成布地に適しており、とりわけ、合成及びセルロース
系布地及び／又は繊維を含む混合布地及び／又は繊維の処理に適している。合成布地の例
はポリエステル、ナイロンであり、これらは、セルロース系繊維、例えばポリエステル綿
混紡繊維布地との混合物に存在してよい。溶液のｐＨは典型的には７～１１、より一般的
には８～１０．５である。本発明の組成物は典型的には、５００ｐｐｍ～５，０００ｐｐ
ｍの溶液中濃度で用いる。水温は、典型的には約５℃～約９０℃の範囲である。布地に対
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する水の比は典型的には、約１：１～約３０：１である。
【実施例】
【０２４１】
　以下の実施例において、式１の染料は、式１のいずれかの染料又はこれらの混合物であ
ってよく、特に上記の染料合成実施例に示される染料１～１３のいずれか、又はこれらの
混合物であってよい。
【０２４２】
　実施例１～６
　手洗い又は洗濯機、典型的にはトップローディング式洗濯機用顆粒状洗濯洗剤組成物
【０２４３】
【表１】

【０２４４】
　実施例７～１３
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　典型的にはフロントローディング式自動洗濯機用の顆粒状洗濯洗剤組成物
【０２４５】
【表２】

【０２４６】
　上記の組成物のいずれかを用いて、水中濃度７０００～１００００ｐｐｍ、２０～９０
℃、及び水：布比５：１で布地を洗濯する。一般的なｐＨは約１０である。続いて、布地
を乾燥する。一態様では、布地は、乾燥機を用いて積極的に乾燥させる。一態様では、布
地は、アイロンを用いて積極的に乾燥する。別の態様では、布地は、布地が空気に暴露さ
れ、かつ任意に日光に暴露される干し具（line）上で、自然に乾燥する。
【０２４７】
　実施例１４～２０　重質液体洗濯洗剤組成物
【０２４８】
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【表３】

　＊洗浄及び／又は処理組成物の総重量に基づき、合わせて１２重量％以下の水
【０２４９】
　実施例２１～２５　１回分分包型組成物
　この実施例は、１回分分包型洗濯洗剤用の様々な配合を提供する。このような１回分分
包型配合物には、１つ又は複数の区画を含ませることができる。
【０２５０】
　以下に、本発明の１回分分包型洗濯洗剤配合物が提供される。
【０２５１】



(63) JP 5911996 B2 2016.4.27

10

20

30

【表４】

【０２５２】
　実施例２６　多区画型１回分分包型組成物
　以下に、本発明の複数区画１回分分包型の洗濯洗剤配合物が提供される。これらの実施
例では、１回分分包型は３つの区画を有するが、同様の組成物を２、４、又は５区画で製
造することもできる。区画を封入するために使用されるフィルムはポリビニルアルコール
である。
【０２５３】
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【表５】

【０２５４】
【表６】

【０２５５】



(65) JP 5911996 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

【表７】

【０２５６】
　（実施例３４）
　漂白剤及び洗濯洗剤添加剤配合物＆
【０２５７】

【表８】

　＊その他の任意の作用剤／成分としては、抑泡剤、硬化ヒマシ油（好ましくは硬化ヒマ
シ油、アニオン性プレミックス）などの構造剤、溶媒、及び／又は雲母真珠光沢審美向上
剤が挙げられる。
【０２５８】
　組成物実施例の原材料及び注記
　ＬＡＳは、Ｓｔｅｐａｎ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ，ＵＳＡ）又はＨ
ｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐから供給されている平均脂肪族炭素鎖長がＣ９～Ｃ１５の直鎖
アルキルベンゼンスルホネートである。（ＨＬＡＳは酸型である）。
【０２５９】
　Ｃ１２～１４ジメチルヒドロキシエチルアンモニウムクロリドは、Ｃｌａｒｉａｎｔ　
ＧｍｂＨ（Ｇｅｒｍａｎｙ）から供給されている。
　ＡＥ３Ｓは、ステパン（Stepan）（米国イリノイ州ノースフィールド（Northfield））
から供給されているＣ１２～１５アルキルエトキシ（３）サルフェートである。
　ＡＥ７は、Ｈｕｎｔｓｍａｎ（Ｓａｌｔ　Ｌａｋｅ　Ｃｉｔｙ，Ｕｔａｈ，ＵＳＡ）か
ら供給されている、平均エトキシル化度が７のＣ１２～１５アルコールエトキシレートで
ある。
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【０２６０】
　ＡＥＳは、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから供給されているＣ１０～１８アルキル
エトキシサルフェートである。
　ＡＥ９は、Ｈｕｎｔｓｍａｎ（Ｓａｌｔ　Ｌａｋｅ　Ｃｉｔｙ，Ｕｔａｈ，ＵＳＡ）か
ら供給されている、平均エトキシル化度が９のＣ１２～１３アルコールエトキシレートで
ある。
【０２６１】
　ＨＳＡＳ又はＨＣ１６１７ＨＳＡＳは、平均炭素鎖長が約１６～１７の、中間に分岐を
有する１級アルキルサルフェートである。
　ナトリウムトリポリホスフェートは、Ｒｈｏｄｉａ（Ｐａｒｉｓ，Ｆｒａｎｃｅ）から
供給されている。
　ゼオライトＡは、Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｚｅｏｌｉｔｅ（ＵＫ）Ｌｔｄ（Ｇｒａｙｓ
，Ｅｓｓｅｘ，ＵＫ）から供給される。
　１．６Ｒケイ酸塩は、Ｋｏｍａ（Ｎｅｓｔｅｍｉｃａ，Ｃｚｅｃｈ　Ｒｅｐｕｂｌｉｃ
）から供給される。
　炭酸ナトリウムは、Ｓｏｌｖａｙ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，Ｔｅｘａｓ，ＵＳＡ）から供給さ
れている。
　ポリアクリレートＭＷ　４５００は、ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ）から供給されている。
　カルボキシメチルセルロースは、ＣＰ　Ｋｅｌｃｏ，Ａｒｎｈｅｍ，Ｎｅｔｈｅｒｌａ
ｎｄｓにより供給されるＦｉｎｎｆｉｘ（登録商標）Ｖである。
　好適なキレート剤は例えば、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉ
ｇａｎ，ＵＳＡ）から供給されているジエチレンテトラアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、又は
Ｓｏｌｕｔｉａ（Ｓｔ　Ｌｏｕｉｓ，Ｍｉｓｓｏｕｒｉ，ＵＳＡ　Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，
Ｄｅｎｍａｒｋ）から供給されているヒドロキシエタンジホスホネート（ＨＥＤＰ）であ
る。
　Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｎａｔａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓｔａｉｎｚｙｍｅ
（登録商標）、Ｌｉｐｅｘ（登録商標）、Ｃｅｌｌｕｃｌｅａｎ（商標）、Ｍａｎｎａｗ
ａｙ（登録商標）、及びＷｈｉｔｅｚｙｍｅ（登録商標）は、すべてＮｏｖｏｚｙｍｅｓ
（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ、Ｄｅｎｍａｒｋ）の製品である。
　プロテアーゼは、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（Ｐａｌｏ　Ａｌｔ
ｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ，ＵＳＡ）（例えば、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商
標））又はＮｏｖｏｚｙｍｅｓ（Ｂａｇｓｖａｅｒｄ，Ｄｅｎｍａｒｋ）（例えばＬｉｑ
ｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｃｏｒｏｎａｓｅ（登録商標））によって供給されてもよい
。
　蛍光増白剤１はチノパル（Tinopal）（登録商標）ＡＭＳ、蛍光増白剤２はチノパル（T
inopal）（登録商標）ＣＢＳ－Ｘ、スルホン化亜鉛フタロシアニン及びダイレクトバイオ
レット９はペルガゾール（Pergasol）（登録商標）バイオレットＢＮ－Ｚであり、これら
は全てＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅ
ｒｌａｎｄ）から供給される。
　ナトリウムペルカーボネートは、Ｓｏｌｖａｙ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，Ｔｅｘａｓ，ＵＳＡ
）から供給されている。
　過ホウ酸ナトリウムは、Ｄｅｇｕｓｓａ（Ｈａｎａｕ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から供給され
る。
　ＮＯＢＳは、Ｆｕｔｕｒｅ　Ｆｕｅｌｓ（Ｂａｔｅｓｖｉｌｌｅ，ＵＳＡ）から供給さ
れているナトリウムノナノイルオキシベンゼンスルホネートである。
　ＴＡＥＤは、Ｃｌａｒｉａｎｔ　ＧｍｂＨ（Ｓｕｌｚｂａｃｈ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から
Ｐｅｒａｃｔｉｖｅ（登録商標）のブランド名で供給されているテトラアセチルエチレン
ジアミンである。
　Ｓ－ＡＣＭＣは、Ｍｅｇａｚｙｍｅ（Ｗｉｃｋｌｏｗ，Ｉｒｅｌａｎｄ）からＡＺＯ－
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ＣＭ－ＣＥＬＬＵＬＯＳＥという製品名（製品コードＳ－ＡＣＭＣ）で販売されている、
Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９と複合体を形成しているカルボキシメチルセルロースで
ある。
　汚れ放出剤は、Ｒｈｏｄｉａ（Ｐａｒｉｓ，Ｆｒａｎｃｅ）から供給されるＲｅｐｅｌ
－ｏ－ｔｅｘ（登録商標）ＰＦである。
　アクリル酸／マレイン酸コポリマーは、分子量が７０，０００、アクリレート：マレエ
ートの比率が７０：３０であり、ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ
）から供給されている。
　エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ－二コハク酸、（Ｓ，Ｓ）異性体（ＥＤＤＳ）のＮａ塩は、
Ｏｃｔｅｌ（Ｅｌｌｅｓｍｅｒｅ　Ｐｏｒｔ，ＵＫ）から供給される。
【０２６２】
　ヒドロキシエタンジホスホネート（ＨＥＤＰ）は、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｍｉｄ
ｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉｇａｎ，ＵＳＡ）から供給されるものである。
【０２６３】
　抑泡剤疑集体は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩｃｈｉｇａｎ，ＵＳ
Ａ）から供給される。
　ＨＳＡＳは、米国特許第６，０２０，３０３号及び同第６，０６０，４４３号で開示さ
れているような中鎖分枝状アルキルサルフェートである。
　Ｃ１２～１４ジメチルアミンオキシドは、Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＵＳＡ）から供給されている。
　ランダムグラフトコポリマーは、ポリエチレンオキシド主鎖と複数のポリビニルアセテ
ート側鎖とを有する、ポリビニルアセテートグラフト化ポリエチレンオキシドコポリマー
である。ポリエチレンオキシド主鎖の分子量は約６０００であり、ポリエチレンオキシド
のポリビニルアセテートに対する重量比は約４０：６０であり、グラフト点は、５０個の
エチレンオキシド単位当たり１個以下である。
　エトキシル化ポリエチレンイミンは、１個の－ＮＨ当たり２０個のエトキシレート基を
有するポリエチレンイミン（ＭＷ＝６００）である。
【０２６４】
　カチオン性セルロース系ポリマーは、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｅ
ｄｇｅｗａｔｅｒ　ＮＪ）のＬＫ４００、ＬＲ４００、及び／又はＪＲ３０Ｍである。
【０２６５】
　注：いずれの酵素濃度も、酵素原料の割合（％）として表されている。
【０２６６】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
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